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◆報告書の見方 

 

 各集計の構成比は百分率で表し、四捨五入して小数点以下１位で表示しているため、合計が

100％にならない場合がある。 

 個別に四捨五入しているグラフと合算で四捨五入しているグラフがあり、数値が一致しない場合が

ある。 

 グラフ中のＮは構成比を表示する際の母数を示す。 

 設問の終わりにある複数回答は「○は３つまで」等、単一回答は「○は１つ」の質問形式であること

を示す。 

 図表中、文章中において、選択肢などを一部省略して表記している場合がある。 
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Ⅰ．調査の概要  
 

（１） 調査目的 

 

人口急減・少子高齢化という我が国が直面する大きな課題に対し、吹田市では、人口の現状及び将来の

展望を示す人口ビジョンを策定し、目標を達するための具体的な施策を取りまとめた「（仮称）吹田市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」を平成 27年度（2015年度）中に策定することとしている。 

総合戦略の策定・推進に当たっては、吹田市の特性を踏まえた施策を検討し、実施する必要があることか

ら、大学のあるまちという吹田市の特性に鑑み、学生の就職意識等を把握することを目的に、市内大学に就

学する大学生を対象にアンケート調査を行った。 

 

（２） 調査方法 

 

① 対象地域 

吹田市内大学キャンパス 

② 対象者 

市内大学に就学する大学生 

③ 実施方法 

直接配布・直接回収による 

④ 期間 

平成 27年(2015年)7月 1日（水）～7月 15日（水） 

 

（３） 回収結果 

 

① 配布数        2,200 

② 回収数 1,634 

③ 有効回収数 1,623 

④ 回収率         73.8％ 
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（４） 調査結果の概要 

 

設問 調査結果の概要 

就職先として予定、ある

いは希望する職業・業

種 

「企業等への就職」（46.9％）が最も多く、「教員・公務員」（29.1％）が続く。ま

た具体の業種としては、「医療・調剤薬局」（31.2％）が最も多く、「教員・公務員」

（17.4％）、「教育・学習支援業」（14.5％）が続く。 

就職先として希望する

企業の規模 

「どちらかといえば大手企業がよい」が 36.5％、「どちらでもよい」が 24.5％、「ま

だわからない」が 19.6％、「絶対に大手企業がよい」が 9.0％、「どちらかといえば

中堅・中小企業がよい」が 7.0％、「絶対に中堅・中小企業がよい」が 1.0％で、中

堅・中小企業を希望する学生は少ない。 

回答理由としては、「安定してそうだから」（36.2％）が最も多く、「自分のやりた

い仕事（職種）ができそうだから」（21.6％）、「給料がよさそうだから」（20.3％）が

続く。 

吹田市の企業に対する

就職活動の希望 

「まだわからない」が 34.8％、「条件が合えば希望する」が 29.1％、「希望しな

い」が21.7％、「どちらかといえば希望しない」が10.8％、「絶対希望する」が1.7％

となっている。アンケート回答者の 7 割以上が１～２年生であり「まだわからない」

が多くなったと考えられる。 

吹田市の企業に就職し

たいと思う条件 

「働きたいと思うような企業が多くできる」（35.8％）が最も多く、「給料のよい就

職先が多くできる」（27.0％）、「志望する職種に就けるようになる」（19.5％）が続

いており、学生が吹田市で就職するためには、収入面、仕事内容が魅力的な企

業があることが条件となっている。 

吹田市で就職活動をす

る際に重視する企業情

報 

「大学内で説明会開催」（42.9％）が最も多く、「実際に働いている企業人から

仕事の話を聞く交流会の開催」（31.7％）、「インターンシップの実施」（26.2％）が

続いており、企業の担当者と直に対話する機会や、実際に職場を体験できる機会

を求めている。 

勤務地として希望する

場所 

「大阪市」（34.8％）が最も多く、「その他の近畿地方」（23.9％）、「まだわからな

い」（18.6％）が続く。 

その理由としては、「出身地域が好きだから」（35.6％）が最も多く、「家族の近く

に住みたいから」（22.0％）、「理由は特にない」（18.3％）が続く。 

居住地として希望する

場所 

「大阪市」（27.6％）が最も多く、「その他の近畿地方」（22.0％）、「まだわからな

い」（18.4％）が続く。 

実家以外で、就職後の

居住地を決定する場

合、重視すること 

「家賃の価格」（51.7％）が最も多く、約半数を占めており、「最寄駅までの距

離」（32.5％）、「広さや間取り、日当たりや風通し、耐震性など」（32.1％）が続く。 

吹田市内で知っている

企業の数 

「知らない」が 58.7％、「1～4 事業者程度」が 29.1％、「5～9 事業所程度」が

3.0％、「20 事業所以上」が 1.6％、「10～14 事業所程度」が 1.3％、「15～19

事業所程度」が 1.0％である。吹田市の企業を知らない学生が約 6割いる。 

吹田市内で具体的に知

っている企業 

アサヒビール株式会社 413人、株式会社ダスキン 37人、JR23人 

吹田市内の就職、居住

者を増やすアイデア 

吹田市の広報、周知活動の推進。商業の活性化の推進。公共交通機関の利

便性の向上。強みを生かしたまちづくり。安全・安心の取り組みの推進。駅周辺の

活性化の推進。福祉・医療など生活支援の取り組みの推進。企業の周知活動を

活発にする。など 
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Ⅱ．調査結果  
 

１ 回答者の属性について  

 

（１）在籍大学と学年 

回答者が在籍する大学、学年と、その内訳は以下のとおりである。 

最も多いのは「大和大学」（41.0％）で、「関西大学」（19.8％）、「大阪学院大学」（16.1％）、「千里金蘭大

学」（12.0％）、「大阪大学」（10.8％）が続いている。 

また、学年は「大学 2 年生」（37.5％）が最も多く、「大学 1 年生」（36.4％）、「大学 3 年生」（14.1％）とな

っている。 

なお、大和大学は平成 26年（2014年）に開校したため、1～2年生のみの回答となっている。 

大学別アンケート回答者数 

 大和大学 大阪大学 大阪学院大学 千里金蘭大学 関西大学 無回答 総計 

1年 370 2  49 168 1 590 

2年 293 25 188 42 59 1 608 

3年  65 52 56 55 1 229 

4年  24 14 47 29  114 

5年   1  2  3 

6年   2    2 

7年     2  2 

8年   1    1 

院 1年  35   1  36 

院 2年  20   5  25 

院 3年  1     1 

院 4年  1     1 

博士課程 3  2     2 
不明・無回答 3  4  1 1 9 

総計 666 

(41.0%) 

175 

(10.8%) 

262 

(16.1%) 

194 

(12.0%) 

322 

(19.8%) 

4 

(0.2%) 

1623 

(100.0%) 

 

大学別学年構成比 

 大和大学 大阪大学 大阪学院大学 千里金蘭大学 関西大学 無回答 総計 

1年 55.6% 1.1%  25.3% 52.2% 25.0% 36.4% 

2年 44.0% 14.3% 71.8% 21.6% 18.3% 25.0% 37.5% 

3年  37.1% 19.8% 28.9% 17.1% 25.0% 14.1% 

4年  13.7% 5.3% 24.2% 9.0%  7.0% 

5年   0.4%  0.6%  0.2% 

6年   0.8%    0.1% 

7年     0.6%  0.1% 

8年   0.4%    0.1% 

院 1年  20.0%   0.3%  2.2% 

院 2年  11.4%   1.6%  1.5% 

院 3年  0.6%     0.1% 

院 4年  0.6%     0.1% 

博士課程 3  1.1%     0.1% 

不明・無回答 0.5%  1.5%  0.3% 25.0% 0.6% 

総計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 
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（２）専攻学科 

専攻学科では、「医薬・保健系（医学・薬学・看護等）」（32.2％）が最も多く、「社会科学系（法・商・経済・

経営）」（21.7％）、「教育系」（17.1％）、「自然科学系（理学・農学・工学等）」（15.3％）が続いている。 

 

 

 

（３）性別 

性別では、男性が 49.4％、女性が 50.2％となっている。 

 

 

  

2.5%

1.0%

21.7%

1.8%

2.0%

17.1%

15.3%

32.2%

4.4%

1.4%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人文科学系（文学・史学等）

人文科学系（外国語等）

社会科学系（法・商・経済・経営）

社会科学系（国際関係等）

その他文系

教育系

自然科学系（理学・農学・工学等）

医薬・保健系（医学・薬学・看護等）

家政・栄養系

その他理系

無回答 N=1,623

男性

49.2%
女性

50.4%

無回答

0.4%

N=1,623
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（４）出身地（高校卒業時の住所） 

 

【出身地の内訳】 【大阪府の出身市町村の内訳】 

 

  

出身地 人数 比率 大阪府の出身市町村の内訳 人数 比率
大阪府 843 51.9% 大阪市 186 22.1%
兵庫県 246 15.2% 吹田市 108 12.8%
奈良県 99 6.1% 堺市 63 7.5%
京都府 96 5.9% 豊中市 52 6.2%
滋賀県 75 4.6% 高槻市 50 5.9%
三重県 24 1.5% 茨木市 48 5.7%
和歌山県 24 1.5% 枚方市 30 3.6%
無回答 19 1.2% 摂津市 23 2.7%
広島県 18 1.1% 八尾市 23 2.7%
愛知県 14 0.9% 箕面市 23 2.7%
岐阜県 12 0.7% 東大阪市 22 2.6%
香川県 11 0.7% 無回答 21 2.5%
岡山県 10 0.6% 寝屋川市 21 2.5%
富山県 10 0.6% 守口市 16 1.9%
愛媛県 9 0.6% 大東市 13 1.5%
福井県 9 0.6% 河内長野市 12 1.4%
福岡県 8 0.5% 松原市 11 1.3%
山口県 7 0.4% 岸和田市 10 1.2%
徳島県 7 0.4% 富田林市 10 1.2%
海外 6 0.4% 和泉市 10 1.2%
宮崎県 6 0.4% 泉佐野市 9 1.1%
高知県 6 0.4% 羽曳野市 8 0.9%
神奈川県 6 0.4% 池田市 8 0.9%
静岡県 6 0.4% 泉大津市 7 0.8%
石川県 6 0.4% 貝塚市 6 0.7%
島根県 5 0.3% 交野市 6 0.7%
東京都 5 0.3% 高石市 6 0.7%
鹿児島県 4 0.2% 藤井寺市 6 0.7%
長野県 4 0.2% 柏原市 6 0.7%
北海道 4 0.2% 泉南市 5 0.6%
熊本県 3 0.2% 門真市 5 0.6%
千葉県 3 0.2% 河南町 3 0.4%
大分県 3 0.2% 四条畷市 3 0.4%
長崎県 3 0.2% 大阪狭山市 3 0.4%
鳥取県 3 0.2% 島本町 3 0.4%
茨城県 2 0.1% 豊能町 3 0.4%
宮城県 2 0.1% その他 2 0.2%
その他 1 0.1% 阪南市 1 0.1%
沖縄県 1 0.1% 岬町 1 0.1%
埼玉県 1 0.1% 計 843 100.0%
山梨県 1 0.1%
福島県 1 0.1%

計 1,623 100.0%
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（５）現在の住まいの状況 

現在の住まいについては、「実家」が 78.9％、「実家外（アパート・寮等）」が 19.6％で、実家暮らしが約 8

割を占めている。 

  実家外の居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）居住地 

居住地については、「吹田市」（15.3％）が最も多く、「大阪市」（13.6％）、「箕面市」（6.8％）、「豊中市」

（4.3％）、「茨木市」（4.2％）、「高槻市」（3.4％）と続いている。吹田市で就学する学生の 8 割以上が他市か

ら通学している。 

 

 

  

吹田市

15.3%
箕面市

6.8%

豊中市

4.3%

茨木市

4.2%

高槻市

3.4%

大阪市

13.6%

その他

51.1%

無回答

1.2%

N=1,623

実家

78.9%

実家外

（アパート・寮

等）

19.6%

その他

0.7%

無回答

0.8%

N=1,623

吹田市
46.2%

箕面市
23.9%

豊中市
4.7%

茨木市
5.3%

高槻市
1.6%

大阪市
6.3%

その他
11.3%

無回答
0.6%

N=318
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「その他」を選択した回答者は 830人で、その居住地の内訳は以下のとおりである。 

 

 

  

件数 件数 件数
堺市 67 神戸市 52 大津市 21
摂津市 38 西宮市 35 東近江市 6
枚方市 32 尼崎市 30 栗東市 6
東大阪市 22 伊丹市 17 草津市 6
八尾市 22 宝塚市 17 近江八幡市 4
寝屋川市 20 明石市 12 湖南市 4
守口市 14 川西市 11 守山市 3
池田市 14 加古川市 6 彦根市 3
大東市 13 三田市 5 長浜市 2
松原市 11 姫路市 5 愛荘町 1
和泉市 10 篠山市 3 甲賀市 1
羽曳野市 9 芦屋市 2 高島市 1
岸和田市 9 三木市 2 野洲市 1
富田林市 9 小野市 2 無回答 1
河内長野市 8 猪名川町 2 奈良市 15
貝塚市 7 稲美町 1 橿原市 6
交野市 7 名手川町 1 五條市 6
泉佐野市 7 無回答 6 生駒市 6
泉大津市 7 京都市 45 大和郡山市 6
高石市 6 宇治市 8 大和高田市 6
柏原市 6 長岡京市 4 香芝市 5
泉南市 5 精華町 3 王寺町 3
藤井寺市 5 南丹市 3 葛城市 3
門真市 5 八幡市 3 大淀町 3
島本町 4 亀岡市 2 田原本町 3
四条畷市 3 城陽市 2 河合町 2
大阪狭山市 3 井手町 1 桜井市 2
河南町 2 京田辺市 1 平群町 2
能勢町 2 向日市 1 川西町 2
豊能郡 2 大山崎町 1 北葛城郡 2
阪南市 1 無回答 4 安堵町 1
岬町 1 下市町 1
その他 1 御所市 1
無回答 2 広陵町 1

三郷町 1
天理市 1
斑鳩町 1
上牧町 1
無回答 5
岩出市 2
和歌山市 2
紀の川市 1
橋本市 1

4
14

その他
無回答

居住地 居住地居住地

大
阪
府

兵
庫
県

京
都
府

滋
賀
県

奈
良
県

和
歌
山
県
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２ 就職先について  

 

（１）就職先として予定、あるいは希望する職業 

 

問７ あなたが予定する、あるいは希望する職業を教えてください。（１つに〇） 

 

＜全体＞ 

「企業等への就職」（46.9％）が最も多く、「教員・公務員」（29.1％）が続いている。 

＜性別＞ 

男女ともに、「企業等への就職」が最も多く、「教員・公務員」が続いている。 

「自営業」は、女性よりも男性が多くなっている。 

＜専攻学科別＞ 

教育系を除く学科では、「企業等への就職」が、教育系では「教員・公務員」が最も多くなっている。 

 

  

46.9

51.7

42.3

56.1

52.9

58.5

69.0

63.6

3.2

84.7

37.4

64.8

78.3

3.0

4.8

1.2

0

5.9

10.5

0

0

0

1.2

0.4

2.8

4.3

0.8

0.5

1.1

0

0

1.7

3.4

3.0

0

0

0.8 0

4.3

0.9

1.0

0.7

2.4

5.9

1.4

3.4

0

0.4 0.4

0.4

2.8

0

29.1

29.4

29.1

29.3

29.4

20.5

10.3

27.3

93.9

9.3

15.5

7.0

4.3

0.7

0.8

0.6

2.4

5.9

0.3

0

3.0

0.7

1.2

0.4

0

0

16.3

9.8

22.7

4.9

0

5.4

13.8

3.0

1.4

1.6

41.2

18.3

8.7

2.3

2.1

2.2

4.9

0

1.7

0

0

0.4

1.6

4.0

4.2

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1,623)

男性(N=799)

女性(N=818)

人文科学系（文学・史学等）
(N=41)

人文科学系（外国語等）
(N=17)

社会科学系（法・商・経済・経営）
(N=352)

社会科学系（国際関係等）
(N=29)

その他文系
(N=33)

教育系
(N=277)

自然科学系（理学・農学・工学等）
(N=248)

医薬・保健系（医学・薬学・看護等）
(N=522)

家政・栄養系
(N=71)

その他理系
(N=23)

企業等への就職 自営業 契約社員 パート・アルバイト 教員・公務員 NPO・NGO その他 無回答

性

別

専
攻
学
科
別

全

体
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＜その他＞ 

「その他」を選択した回答者264人から247件の具体的な記述式回答が得られた。主な回答内容は以下

のとおりである。 

 

主な回答 人数 

医療関係 101 

看護師 63 

理学療法士 31 

その他 19 

未定 14 

助産師 7 

作業療法士 4 

管理栄養士 4 

福祉関係 2 

法曹 2 
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（２）就職先として予定、あるいは希望する業種 

 

問８ あなたが予定する、あるいは希望する業種を教えてください。（あてはまるものに〇） 

 

＜全体＞ 

「医療・調剤薬局」（31.2％）が最も多く、「教員・公務員」（17.4％）、「教育・学習支援業」（14.5％）が続い

ている。 

 

  

1.6%

1.0%

3.2%

10.8%

5.6%

1.5%

5.1%

2.0%

2.0%

3.6%

3.7%

4.1%

31.2%

5.6%

2.5%

1.4%

14.5%

3.5%

1.2%

0.6%

3.3%

4.2%

2.2%

17.4%

1.2%

4.7%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40%

農林水産業

鉱業

建設業

製造業

鉄道・航空

陸運・海運・物流

小売・卸売業

不動産業

通信業

電気・ガス・熱供給・水道

情報サービス業

金融・保険業

医療・調剤薬局

社会福祉・介護

飲食店

宿泊業

教育・学習支援業

学術研究、専門サービス業

理容・美容・エステ

冠婚葬祭

アパレル・服飾関連

旅行業・娯楽業

その他サービス事業

教員・公務員

NGO・NPO

その他

無回答 N=1,623
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＜大学別＞ 

大学別では、大和大学、千里金蘭大学は医療・調剤薬局が 50%以上占めており、大阪大学は製造業が

40%余り、大阪学院大学は小売・卸売業が 18%余り、関西大学は製造業が 23％余りで第 1位となっている。 

 

  

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

57.4

9.8

0.2

0.0

24.6

0.6

0.0

0.2

0.5

0.2

0.2

21.2

0.5

1.7

0% 20% 40% 60%

農林水産業

鉱業

建設業

製造業

鉄道・航空

陸運・海運・物流

小売・卸売業

不動産業

通信業

電気・ガス・熱供給・

水道

情報サービス業

金融・保険業

医療・調剤薬局

社会福祉・介護

飲食店

宿泊業

教育・学習支援業

学術研究、専門サー

ビス業

理容・美容・エステ

冠婚葬祭

アパレル・服飾関連

旅行業・娯楽業

その他サービス事業

教員・公務員

NGO・NPO

その他

大和大学

2.9

4.0

8.6

40.6

17.7

4.0

0.0

0.0

6.9

22.3

6.9

1.1

9.1

0.0

0.0

0.0

4.0

12.0

1.1

0.6

2.9

1.7

1.1

9.1

1.7

2.9

0% 20% 40% 60%

大阪大学

3.1

1.5

7.3

9.5

4.2

3.1

18.3

9.2

3.4

2.7

8.0

10.7

0.8

2.7

6.1

4.6

2.7

3.8

5.0

1.1

11.1

10.3

3.8

11.8

0.8

10.7

0% 20% 40% 60%

大阪学院大学

1.0

0.0

0.5

2.6

1.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.5

1.0

50.0

7.2

6.7

1.0

14.9

2.1

1.0

0.0

2.1

2.6

4.1

12.4

1.5

7.2

0% 20% 40% 60%

千里金蘭大学

3.1

1.6

5.3

23.3

14.6

2.8

9.3

2.2

3.4

4.0

8.1

10.9

2.5

1.6

3.1

2.8

8.7

5.3

0.3

1.2

3.4

9.9

4.3

21.4

2.8

5.0

0% 20% 40% 60%

関西大学
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＜性別＞ 

男性では「教員・公務員」（18.3％）が最も多く、「製造業」（17.9％）、「医療・調剤薬局」（16.1％）、「教育・

学習支援業」（14.1％）が多くなっている。 

女性では、「医療・調剤薬局」（46.0％）が突出しており、続く「教員・公務員」（16.6％）、「教育・学習支援

業」（14.9％）を大きく上回っている。 

「医療・調剤薬局」は女性が男性より多く、30ポイントの差がある。 

「製造業」は男性では上位に選ばれているが、女性では少なく、13ポイント以上差がある。 

 

 

＜専攻学科別＞ 

人文科学系（文学・史学等）は「教員・公務員」が 24.4%で 1位となっている。 

人文科学系（外国語等）は「教育・学習支援業」と「旅行業・娯楽業」が 41.2%で 1位となっている。 

社会科学系（法・商・経済・経営）は「小売・卸売業」が 20.2%で 1位となっている。 

社会科学系（国際関係等）は「旅行業・娯楽業」が 27.6%で 1位となっている。 

その他文系は「教員・公務員」が 27.3%で 1位となっている。 

教育系は「教育・学習支援業」が 58.5%で 1位となっている。 

自然科学系（理学・農学・工学等）は「製造業」が 45.6%で 1位となっている。 

医薬・保健系（医学・薬学・看護等）は「医療・調剤薬局」が 89.5%で 1位となっている。 

家政・栄養系は「医療・調剤薬局」が 22.5%で 1位となっている。 

その他理系は「製造業」が 52.2%で 1位となっている。 

  

0.7

0.1

1.2

4.0

3.1

0.1

3.4

0.9

0.6

1.6

1.7

2.9

46.1

6.6

2.9

1.5

14.9

2.3

1.8

0.5

3.2

4.9

2.7

16.6

1.2

4.2

3.9

0% 20% 40% 60%

女性(N=818)

2.5

1.9

5.3

17.9

8.3

2.8

6.9

3.1

3.4

5.8

5.8

5.4

16.1

4.6

2.0

1.4

14.1

4.5

0.5

0.6

3.3

3.5

1.6

18.3

1.3

5.3

3.0

0% 20% 40% 60%

農林水産業

鉱業

建設業

製造業

鉄道・航空

陸運・海運・物流

小売・卸売業

不動産業

通信業

電気・ガス・熱供給・水道

情報サービス業

金融・保険業

医療・調剤薬局

社会福祉・介護

飲食店

宿泊業

教育・学習支援業

学術研究、専門サービス業

理容・美容・エステ

冠婚葬祭

アパレル・服飾関連

旅行業・娯楽業

その他サービス事業

教員・公務員

NGO・NPO

その他

無回答

男性(N=799)
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調
査
数

農
林
水
産
業

鉱
業

建
設
業

製
造
業

鉄
道
・
航
空

陸
運
・
海
運
・
物

流 小
売
・
卸
売
業

不
動
産
業

通
信
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱

供
給
・
水
道

情
報
サ
ー

ビ
ス
業

金
融
・
保
険
業

医
療
・
調
剤
薬
局

人文科学系（文学・史学等） 41 1 - - 4 3 1 3 1 1 - 2 - 2

100.0% 2.4% - - 9.8% 7.3% 2.4% 7.3% 2.4% 2.4% - 4.9% - 4.9%

人文科学系（外国語等） 17 - - - - 5 - - - - - - - -

100.0% - - - - 29.4% - - - - - - - -

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 12 3 17 39 27 13 71 25 13 9 34 57 4

100.0% 3.4% 0.9% 4.8% 11.1% 7.7% 3.7% 20.2% 7.1% 3.7% 2.6% 9.7% 16.2% 1.1%

社会科学系（国際関係等） 29 - - 2 - 3 1 - 1 - - 1 2 -

100.0% - - 6.9% - 10.3% 3.4% - 3.4% - - 3.4% 6.9% -

その他文系 33 - - 1 3 3 1 2 - - 1 2 2 1

100.0% - - 3.0% 9.1% 9.1% 3.0% 6.1% - - 3.0% 6.1% 6.1% 3.0%

教育系 277 1 - - 1 - - 1 2 - - 1 1 2

100.0% 0.4% - - 0.4% - - 0.4% 0.7% - - 0.4% 0.4% 0.7%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 10 12 22 113 45 8 1 2 17 47 17 4 11

100.0% 4.0% 4.8% 8.9% 45.6% 18.1% 3.2% 0.4% 0.8% 6.9% 19.0% 6.9% 1.6% 4.4%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 - - 1 - 1 - 1 1 - - 1 - 467

100.0% - - 0.2% - 0.2% - 0.2% 0.2% - - 0.2% - 89.5%

家政・栄養系 71 2 - - 4 1 - 4 - - - - 1 16

100.0% 2.8% - - 5.6% 1.4% - 5.6% - - - - 1.4% 22.5%

その他理系 23 - - 7 12 2 - - - 1 1 2 - 2

100.0% - - 30.4% 52.2% 8.7% - - - 4.3% 4.3% 8.7% - 8.7%

無回答 10 - 1 2 - 1 - - - - 1 - - 1

100.0% - 10.0% 20.0% - 10.0% - - - - 10.0% - - 10.0%

社
会
福
祉
・
介

護 飲
食
店

宿
泊
業

教
育
・
学
習
支

援
業

学
術
研
究

、
専

門
サ
ー

ビ
ス
業

理
容
・
美
容
・

エ
ス
テ

冠
婚
葬
祭

ア
パ
レ
ル
・
服

飾
関
連

旅
行
業
・
娯
楽

業 そ
の
他
サ
ー

ビ

ス
事
業

教
員
・
公
務
員

N
G
O
・

N
P
O

そ
の
他

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 1 1 4 8 2 - 1 2 3 3 10 2 3 3

2.4% 2.4% 9.8% 19.5% 4.9% - 2.4% 4.9% 7.3% 7.3% 24.4% 4.9% 7.3% 7.3%

人文科学系（外国語等） - - 2 7 - - - 1 7 2 3 2 1 -

- - 11.8% 41.2% - - - 5.9% 41.2% 11.8% 17.6% 11.8% 5.9% -

社会科学系（法・商・経済・経営） 9 23 10 11 7 12 5 29 35 14 65 3 32 23

2.6% 6.5% 2.8% 3.1% 2.0% 3.4% 1.4% 8.2% 9.9% 4.0% 18.5% 0.9% 9.1% 6.5%

社会科学系（国際関係等） - 1 1 1 4 1 - 3 8 1 1 - 3 6

- 3.4% 3.4% 3.4% 13.8% 3.4% - 10.3% 27.6% 3.4% 3.4% - 10.3% 20.7%

その他文系 1 - 3 4 2 1 1 4 6 4 9 3 2 2

3.0% - 9.1% 12.1% 6.1% 3.0% 3.0% 12.1% 18.2% 12.1% 27.3% 9.1% 6.1% 6.1%

教育系 8 1 1 162 3 - 1 5 4 2 132 3 2 5

2.9% 0.4% 0.4% 58.5% 1.1% - 0.4% 1.8% 1.4% 0.7% 47.7% 1.1% 0.7% 1.8%

自然科学系（理学・農学・工学等） - 1 - 9 28 2 1 6 2 1 24 4 10 4

- 0.4% - 3.6% 11.3% 0.8% 0.4% 2.4% 0.8% 0.4% 9.7% 1.6% 4.0% 1.6%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 61 - - 20 1 1 - 2 - 1 31 3 11 3

11.7% - - 3.8% 0.2% 0.2% - 0.4% - 0.2% 5.9% 0.6% 2.1% 0.6%

家政・栄養系 10 13 1 10 4 2 - 1 2 6 4 - 11 12

14.1% 18.3% 1.4% 14.1% 5.6% 2.8% - 1.4% 2.8% 8.5% 5.6% - 15.5% 16.9%

その他理系 1 - - 2 4 - - - 1 1 1 - - -

4.3% - - 8.7% 17.4% - - - 4.3% 4.3% 4.3% - - -

無回答 - - 1 1 1 - - - - - 2 - 1 1

- - 10.0% 10.0% 10.0% - - - - - 20.0% - 10.0% 10.0%

1位 2位 3位
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（３）就職先として希望する企業の規模 

問９ 企業に就職する場合、あなたはどの規模の企業を希望しますか。（１つに〇） 
※企業への就職を希望しない人も「企業に就職するとしたら」と想定しお答えください。 

＜全体＞ 

「どちらかといえば大手企業がよい」が 36.5％、「どちらでもよい」が 24.5％、「まだわからない」が 19.6％、

「絶対に大手企業がよい」が 9.0％、「どちらかといえば中堅・中小企業がよい」が 7.0％、「絶対に中堅・中小

企業がよい」が 1.0％で、中堅・中小企業を希望する学生は少ない。 

＜性別＞ 

男女ともに、「どちらかといえば大手企業がよい」が最も多く、「どちらでもよい」、「まだわからない」が続いて

いる。また、「絶対に大手企業がよい」は、男性が女性の倍以上多くなっている。 

＜専攻学科別＞ 

家政・栄養系を除く学科では、「どちらかといえば大手企業がよい」が最も多くなっている。 

家政・栄養系では「どちらでもよい」が最も多くなっている。 

「絶対に大手企業がよい」は、人文科学系（外国語等）、その他理系、自然科学系（理学・農学・工学等）

の順に多くなっている。 

  

9.0

12.3

5.9

12.2

17.6

8.8

13.8

6.1

7.2

14.9

6.7

2.8

17.4

36.5

37.8

35.3

39.0

52.9

37.5

44.8

51.5

25.6

48.8

34.9

25.4

56.5

24.5

23.8

25.4

24.4

17.6

23.0

17.2

30.3

27.1

23.8

23.6

36.6

13.0

7.0

7.3

6.7

7.3

0

11.6

6.9

3.0

7.9

4.4

4.8

9.9

0

1.0

1.5

0.5

0

0

2.6

0

3.0

1.1

0.8

0.2

0

0

19.6

15.4

23.6

12.2

11.8

14.8

17.2

6.1

26.0

6.5

27.4

22.5

13.0

2.5

2.0

2.6

4.9

0

1.7

0

0

5.1

0.8

2.5

2.8

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1,623)

男性(N=799)

女性(N=818)

人文科学系（文学・史学等）
(N=41)

人文科学系（外国語等）
(N=17)

社会科学系（法・商・経済・経営）
(N=352)

社会科学系（国際関係等）
(N=29)

その他文系
(N=33)

教育系
(N=277)

自然科学系（理学・農学・工学等）
(N=248)

医薬・保健系（医学・薬学・看護等）
(N=522)

家政・栄養系
(N=71)

その他理系
(N=23)

絶対に大手企業がよい どちらかといえば大手企業がよい どちらでもよい

どちらかといえば中堅・中小企業がよい 絶対に中堅・中小企業がよい まだわからない

無回答

性

別

専
攻
学
科
別

全

体

性

別

専
攻
学
科
別

全

体
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（４）企業規模の回答理由 

 

問 10 問９の答えを選んだ理由はなんですか。（２つまで〇） 

 

＜全体＞ 

「安定してそうだから」（36.2％）が最も多く、「自分のやりたい仕事（職種）ができそうだから」（21.6％）、「給

料がよさそうだから」（20.3％）が続いている。 

 

  

36.2%

3.8%

20.3%

21.6%

2.4%

2.6%

7.0%

1.8%

1.7%

2.0%

7.1%

1.4%

1.1%

13.5%

1.0%

5.9%

2.1%

2.0%

1.5%

1.4%

1.1%

7.8%

11.2%

0% 10% 20% 30% 40%

安定してそうだから

これから伸びそうだから

給料がよさそうだから

自分のやりたい仕事（職種）ができそうだから

有名だから

休暇が多そうだから

勤務制度や福利厚生がよさそうだから

転勤がなさそうだから

海外で活躍できそうだから

様々な職種を経験できそうだから

自分の能力・専門を活かせそうだから

大学・男女差別がなさそうだから

若手が活躍できそうだから

働きがいがありそうだから

事業を多角化していそうだから

志望業種であればよいから

親しみがあるから

社風がよさそうだから

研修制度がしっかりしていそうだから

女性社員が多そうだから

ワーク・ライフ・バランスを実践できそうだから

その他

無回答 N=1,623
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＜性別＞ 

男女ともに、「安定してそうだから」が最も多く、男性では「給料がよさそうだから」が、女性では「自分のやり

たい仕事（職種）ができそうだから」が 2位となっている。 

 

 

＜専攻学科別＞ 

すべての学科で、「安定してそうだから」が最も多く、その他の理系では 50％近くを占めている。 

「給料がよさそうだから」「自分のやりたい仕事（職種）ができそうだから」は、ほとんどの学科が 2 位、もしくは

3位となっている。 

 

  

35.0

2.7

16.6

22.5

1.0

2.0

8.3

1.8

1.6

1.8

5.5

1.7

0.6

15.6

0.7

7.2

2.2

2.1

1.2

0.7

0.9

7.8

13.4

0% 10% 20% 30% 40%

女性(N=818)

37.8

4.9

24.2

20.9

3.9

3.3

5.8

1.8

1.9

2.1

8.8

1.0

1.6

11.4

1.4

4.6

2.0

1.9

1.8

2.0

1.4

7.8

8.4

0% 10% 20% 30% 40%

安定してそうだから

これから伸びそうだから

給料がよさそうだから

自分のやりたい仕事（職種）ができそうだから

有名だから

休暇が多そうだから

勤務制度や福利厚生がよさそうだから

転勤がなさそうだから

海外で活躍できそうだから

様々な職種を経験できそうだから

自分の能力・専門を活かせそうだから

大学・男女差別がなさそうだから

若手が活躍できそうだから

働きがいがありそうだから

事業を多角化していそうだから

志望業種であればよいから

親しみがあるから

社風がよさそうだから

研修制度がしっかりしていそうだから

女性社員が多そうだから

ワーク・ライフ・バランスを実践できそうだから

その他

無回答

男性(N=799)
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調
査
数

安
定
し
て
そ
う
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
伸
び
そ
う
だ
か
ら

給
料
が
よ
さ
そ
う
だ
か
ら

自
分
の
や
り
た
い
仕
事

（
職

種

）
が
で
き
そ
う
だ
か
ら

有
名
だ
か
ら

休
暇
が
多
そ
う
だ
か
ら

勤
務
制
度
や
福
利
厚
生
が
よ

さ
そ
う
だ
か
ら

転
勤
が
な
さ
そ
う
だ
か
ら

海
外
で
活
躍
で
き
そ
う
だ
か

ら 様
々
な
職
種
を
経
験
で
き
そ

う
だ
か
ら

自
分
の
能
力
・
専
門
を
活
か

せ
そ
う
だ
か
ら

人文科学系（文学・史学等） 41 13 3 7 9 1 2 6 - 2 1 2

100.0% 31.7% 7.3% 17.1% 22.0% 2.4% 4.9% 14.6% - 4.9% 2.4% 4.9%

人文科学系（外国語等） 17 7 - 4 4 1 - 2 - 1 1 1

100.0% 41.2% - 23.5% 23.5% 5.9% - 11.8% - 5.9% 5.9% 5.9%

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 138 21 68 78 14 14 23 7 6 5 27

100.0% 39.2% 6.0% 19.3% 22.2% 4.0% 4.0% 6.5% 2.0% 1.7% 1.4% 7.7%

社会科学系（国際関係等） 29 10 - 3 10 - - 3 - - 1 2

100.0% 34.5% - 10.3% 34.5% - - 10.3% - - 3.4% 6.9%

その他文系 33 11 - 8 10 4 - 2 - - 1 -

100.0% 33.3% - 24.2% 30.3% 12.1% - 6.1% - - 3.0% -

教育系 277 88 7 45 49 8 5 13 6 5 6 11

100.0% 31.8% 2.5% 16.2% 17.7% 2.9% 1.8% 4.7% 2.2% 1.8% 2.2% 4.0%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 99 12 70 69 7 11 29 6 9 5 29

100.0% 39.9% 4.8% 28.2% 27.8% 2.8% 4.4% 11.7% 2.4% 3.6% 2.0% 11.7%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 186 13 102 99 4 9 32 8 5 10 32

100.0% 35.6% 2.5% 19.5% 19.0% 0.8% 1.7% 6.1% 1.5% 1.0% 1.9% 6.1%

家政・栄養系 71 23 1 9 19 - - 3 2 - 1 9

100.0% 32.4% 1.4% 12.7% 26.8% - - 4.2% 2.8% - 1.4% 12.7%

その他理系 23 11 2 10 2 - 1 1 - - - -

100.0% 47.8% 8.7% 43.5% 8.7% - 4.3% 4.3% - - - -

無回答 10 2 2 3 2 - - - - - 1 2

100.0% 20.0% 20.0% 30.0% 20.0% - - - - - 10.0% 20.0%

大
学
・
男
女
差
別
が
な
さ
そ

う
だ
か
ら

若
手
が
活
躍
で
き
そ
う
だ
か

ら 働
き
が
い
が
あ
り
そ
う
だ
か

ら 事
業
を
多
角
化
し
て
い
そ
う

だ
か
ら

志
望
業
種
で
あ
れ
ば
よ
い
か

ら 親
し
み
が
あ
る
か
ら

社
風
が
よ
さ
そ
う
だ
か
ら

研
修
制
度
が
し

っ
か
り
し
て

い
そ
う
だ
か
ら

女
性
社
員
が
多
そ
う
だ
か
ら

ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
実
践
で
き
そ
う
だ
か
ら

そ
の
他

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） - - 5 - 6 1 1 - 1 1 2 4

- - 12.2% - 14.6% 2.4% 2.4% - 2.4% 2.4% 4.9% 9.8%

人文科学系（外国語等） - 1 1 - 3 - - - 2 - - -

- 5.9% 5.9% - 17.6% - - - 11.8% - - -

社会科学系（法・商・経済・経営） 6 6 45 1 12 10 10 4 2 2 16 40

1.7% 1.7% 12.8% 0.3% 3.4% 2.8% 2.8% 1.1% 0.6% 0.6% 4.5% 11.4%

社会科学系（国際関係等） - 1 8 1 2 1 1 - 1 - 2 2

- 3.4% 27.6% 3.4% 6.9% 3.4% 3.4% - 3.4% - 6.9% 6.9%

その他文系 - - 6 1 2 1 2 - - 1 1 3

- - 18.2% 3.0% 6.1% 3.0% 6.1% - - 3.0% 3.0% 9.1%

教育系 6 5 32 2 18 3 5 4 3 3 35 42

2.2% 1.8% 11.6% 0.7% 6.5% 1.1% 1.8% 1.4% 1.1% 1.1% 12.6% 15.2%

自然科学系（理学・農学・工学等） - 3 21 7 9 1 4 2 8 4 11 9

- 1.2% 8.5% 2.8% 3.6% 0.4% 1.6% 0.8% 3.2% 1.6% 4.4% 3.6%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 9 2 89 2 40 13 8 14 5 7 49 68

1.7% 0.4% 17.0% 0.4% 7.7% 2.5% 1.5% 2.7% 1.0% 1.3% 9.4% 13.0%

家政・栄養系 - - 8 1 3 4 1 - - - 7 11

- - 11.3% 1.4% 4.2% 5.6% 1.4% - - - 9.9% 15.5%

その他理系 1 - 3 2 - - - - 1 - 3 1

4.3% - 13.0% 8.7% - - - - 4.3% - 13.0% 4.3%

無回答 - - 1 - 1 - - - - - - 2

- - 10.0% - 10.0% - - - - - - 20.0%

1位 2位 3位
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＜その他＞ 

「その他」を選択した回答者126人から100件の具体的な記述式回答が得られた。主な回答内容は以下

のとおりである。 

選択理由 件数 主な回答内容 

わからない・決めていない 59 

あまり調べていない。 

まだはっきりわからない。 

まだ就職先のイメージがわかない。 

ブラックかどうかの判断をしなければならないため、決められない。 

単純比較はできない。 

自らの実力がまだわからない。 

規模は関係ない 21 

とにかく就職する必要があるから。 

やりたいことができる企業であればよい。 

企業に就職することが目標じゃないから。 

企業の規模は意識しない。 

今のご時世、就職できただけでもありがたいから。 

自分に合う所であればどちらでもいいと思ったから。 

待遇や条件 6 
新人教育がきちんとしてそう。 

福利厚生がよいところがよい。 

将来のキャリアアップのため 4 

大きい病院の方が多種多様な科があってたくさん学べるから。 

仕事量の違い。 

患者が多く、知識の獲得につながるから。 

企業への就職を希望していない 3 
教員しか考えていなかったから。 

自営業 

企業のイメージや取り組み 2 
国益につながるから。 

社会貢献度の観点から。 

その他 5 特になし 
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（５）吹田市の企業に対する就職活動を希望するかどうかについて 

問 11 吹田の企業に対する就職活動を希望しますか。（１つに〇） 

＜全体＞ 

「まだわからない」が 34.8％、「条件が合えば希望する」が 29.1％、「希望しない」が 21.7％、「どちらかとい

えば希望しない」が 10.8％、「絶対希望する」が 1.7％となっている。 

＜性別＞ 

男性は、「条件が合えば希望する」が最も多く、「まだわからない」、「希望しない」が続いている。 

女性は「まだわからない」が最も多く、「条件が合えば希望する」、「希望しない」が続いている。 

＜専攻学科別＞ 

人文科学系（文学・史学等）、社会科学系（法・商・経済・経営）、自然科学系（理学・農学・工学等）、その

他理系では、「条件が合えば希望する」が最も多い。 

人文科学系（外国語等）、その他文系、医薬・保健系（医学・薬学・看護等）、家政・栄養系では、「まだわ

からない」が最も多くなっている。 

 

  

1.7

1.9

1.6

2.4

0

2.3

3.4

0

1.8

1.6

1.3

1.4

0

29.1

33.4

25.2

31.7

29.4

31.5

17.2

21.2

24.9

35.5

28.2

23.9

43.5

10.8

10.5

11.1

14.6

5.9

9.7

10.3

12.1

14.1

9.7

11.5

5.6

4.3

21.7

21.0

22.4

17.1

29.4

20.5

31.0

30.3

26.7

19.4

20.9

18.3

13.0

34.8

30.3

39.2

29.3

35.3

31.3

27.6

33.3

31.8

33.1

37.9

49.3

39.1

1.8

2.9

0.5

4.9

0

4.8

10.3

3.0

0.7

0.8

0.2

1.4

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1,623)

男性(N=799)

女性(N=818)

人文科学系（文学・史学等）
(N=41)

人文科学系（外国語等）
(N=17)

社会科学系（法・商・経済・経営）
(N=352)

社会科学系（国際関係等）
(N=29)

その他文系
(N=33)

教育系
(N=277)

自然科学系（理学・農学・工学等）
(N=248)

医薬・保健系（医学・薬学・看護等）
(N=522)

家政・栄養系
(N=71)

その他理系
(N=23)

絶対希望する 条件が合えば希望する どちらかといえば希望しない 希望しない まだわからない 無回答

性

別

専
攻
学
科
別

全

体
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（６）吹田市の企業に就職したいと思う条件 

 

問 12 何が実現すれば、吹田の企業に就職したいと思いますか。（あてはまるものに〇） 

 

＜全体＞ 

「働きたいと思うような企業が多くできる」（35.8％）が最も多く、「給料のよい就職先が多くできる」（27.0％）、

「志望する職種に就けるようになる」（19.5％）が続いており、学生が吹田市で就職するためには、収入面、仕

事内容が魅力的な企業があることが条件となっている。 

 

＜性別＞ 

男女ともに「働きたいと思うような企業が多くできる」が最も多く、「給料のよい就職先が多くできる」、「志望

する職種に就けるようになる」が続いている。 

「働きたいと思うような企業が多くできる」では、男性よりも女性の方が 10ポイント以上多い。 

 

  

12.8%

9.9%

7.3%

27.0%

9.4%

35.8%

19.5%

7.5%

11.6%

5.6%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40%

吹田の経済が活性化する

吹田での就職を支援するための活動が活発になる

吹田での就職のための情報が充実する

給料のよい就職先が多くできる

志望する企業の支社や研究所ができる

働きたいと思うような企業が多くできる

志望する職種に就けるようになる

希望するスキルが身に付けられるようになる

吹田のまちの魅力が増す

その他

無回答 N=1,623

11.2

9.7

7.2

24.9

7.8

40.8

20.4

8.7

10.5

5.6

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性(N=818)

14.4

10.1

7.3

29.4

11.0

30.9

18.8

6.4

12.8

5.5

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

吹田の経済が活性化する

吹田での就職を支援するための活動が活発になる

吹田での就職のための情報が充実する

給料のよい就職先が多くできる

志望する企業の支社や研究所ができる

働きたいと思うような企業が多くできる

志望する職種に就けるようになる

希望するスキルが身に付けられるようになる

吹田のまちの魅力が増す

その他

無回答

男性(N=799)
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＜専攻学科別＞ 

人文科学系（外国語等）とその他理系を除く学科では「働きたいと思うような企業が多くできる」が最も多

い。 

人文科学系（外国語等）は、「志望する職種に就けるようになる」が最も多く、その他理系は「給料のよい就

職先が多くできる」が最も多くなっている。 

「志望する職種に就けるようになる」では、最も多い人文科学系（外国語等）と、最も少ないその他文系を

比べると、30ポイント近い差がある。 

「給料のよい就職先が多くできる」では、最も多いその他理系と、最も少ない人文科学系（外国語等）を比

べると、30ポイント以上の差がある。 

 

  

調
査
数

吹
田
の
経
済
が
活
性
化
す
る

吹
田
で
の
就
職
を
支
援
す
る

た
め
の
活
動
が
活
発
に
な
る

吹
田
で
の
就
職
の
た
め
の
情

報
が
充
実
す
る

給
料
の
よ
い
就
職
先
が
多
く

で
き
る

志
望
す
る
企
業
の
支
社
や
研

究
所
が
で
き
る

働
き
た
い
と
思
う
よ
う
な
企

業
が
多
く
で
き
る

志
望
す
る
職
種
に
就
け
る
よ

う
に
な
る

希
望
す
る
ス
キ
ル
が
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

吹
田
の
ま
ち
の
魅
力
が
増
す

そ
の
他

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 41 3 7 6 9 4 15 12 - 2 3 2

100.0% 7.3% 17.1% 14.6% 22.0% 9.8% 36.6% 29.3% - 4.9% 7.3% 4.9%

人文科学系（外国語等） 17 1 1 2 2 2 4 7 2 2 2 2

100.0% 5.9% 5.9% 11.8% 11.8% 11.8% 23.5% 41.2% 11.8% 11.8% 11.8% 11.8%

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 51 41 26 92 28 116 59 15 35 17 32

100.0% 14.5% 11.6% 7.4% 26.1% 8.0% 33.0% 16.8% 4.3% 9.9% 4.8% 9.1%

社会科学系（国際関係等） 29 6 6 2 6 - 10 8 2 4 2 3

100.0% 20.7% 20.7% 6.9% 20.7% - 34.5% 27.6% 6.9% 13.8% 6.9% 10.3%

その他文系 33 6 3 2 7 6 9 4 3 4 4 1

100.0% 18.2% 9.1% 6.1% 21.2% 18.2% 27.3% 12.1% 9.1% 12.1% 12.1% 3.0%

教育系 277 40 29 16 65 1 91 57 19 30 12 18

100.0% 14.4% 10.5% 5.8% 23.5% 0.4% 32.9% 20.6% 6.9% 10.8% 4.3% 6.5%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 29 10 17 60 70 88 39 6 31 14 6

100.0% 11.7% 4.0% 6.9% 24.2% 28.2% 35.5% 15.7% 2.4% 12.5% 5.6% 2.4%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 55 51 42 175 27 207 104 71 70 30 21

100.0% 10.5% 9.8% 8.0% 33.5% 5.2% 39.7% 19.9% 13.6% 13.4% 5.7% 4.0%

家政・栄養系 71 10 7 5 10 7 31 21 3 8 6 3

100.0% 14.1% 9.9% 7.0% 14.1% 9.9% 43.7% 29.6% 4.2% 11.3% 8.5% 4.2%

その他理系 23 2 4 - 10 6 7 5 1 1 1 1

100.0% 8.7% 17.4% - 43.5% 26.1% 30.4% 21.7% 4.3% 4.3% 4.3% 4.3%

無回答 10 4 1 - 3 1 3 1 - 1 - 2

100.0% 40.0% 10.0% - 30.0% 10.0% 30.0% 10.0% - 10.0% - 20.0%

1位 2位 3位
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＜その他＞ 

「その他」を選択した回答者 91人から 72件の具体的な記述式回答が得られた。主な回答内容は以下の

とおりである。 

吹田市に就職するための条件 件数 主な回答内容 

企業の福利厚生 4 

日本学生支援機構の奨学金返済の補助、充実した福利厚生、家賃補

助。 

労働環境が良くブラック企業でない事。 

企業等の立地 3 

仕事の関係上、対企業になるので、都心部になるのは仕方ないかと。 

吹田に大手企業の本社が集まれば。 

駐屯地ができたら。 

交通の利便性 10 
快速が止まれば。 

交通の便がより快適になれば。 

こだわりはない 2 特に場所は関係ない。 

自分が吹田に住む 5 
吹田に住んだら。 

卒業後も吹田に住むのなら。 

吹田市の魅力向上 7 

若い人の人口が多い。 

吹田の町が好きになれば。 

グルメが充実していて、治安がいいけど、いい物件が安く手に入る。 

居心地がよい都市。 

職場環境 3 
きれいな病院。 

女性社員が多い。 

わからない 3 
吹田市のことがよく分からないです。 

わからない。 

吹田市の発展、充実 2 
吹田が都市になる。 

吹田市の持続可能性が発展する。 

知人がいる 1 吹田に同胞がいたら。 

通勤距離 6 
家の近くだから。 

家から近ければ。 

就職しようとは思わない 22 

吹田市には就職しません。 

実家から遠いので吹田で就職することは考えていない。 

地元で就職したい。 

その他 4 特になし。 
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（７）吹田市で就職活動をする際に重視する企業情報 

 

問 13 吹田市で就職活動をするとしたら企業の就職情報として重視するものはなんですか。（あてはまるも

のに〇） 

 

＜全体＞ 

「大学内で説明会開催」（42.9％）が最も多く、「実際に働いている企業人から仕事の話を聞く交流会の開

催」（31.7％）、「インターンシップの実施」（26.2％）が続いている。 

 

＜性別＞ 

男女とも、「大学内で説明会開催」が最も多く、「実際に働いている企業人から仕事の話を聞く交流会の開

催」、「インターンシップの実施」が続いている。 

 

  

42.9%

31.7%

7.3%

26.2%

4.9%

9.0%

5.5%

3.8%

2.5%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学内で説明会開催

実際に働いている企業人から仕事の話を聞く交流会の開催

バス等を使用した現地企業見学ツアー

インターンシップの実施

市内企業就職情報の一元化した特設サイトの開設

各企業のホームページの充実

市内企業への就職の仲介機関の充実

Facebook等SNSでの採用情報発信

その他

無回答 N=1,623

40.6

34.6

7.0

28.0

4.5

8.9

4.3

3.4

2.3

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性(N=818)

45.4

29.0

7.6

24.5

5.4

9.1

6.8

4.1

2.6

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学内で説明会開催

実際に働いている企業人から仕事の話を聞く交流会の開催

バス等を使用した現地企業見学ツアー

インターンシップの実施

市内企業就職情報の一元化した特設サイトの開設

各企業のホームページの充実

市内企業への就職の仲介機関の充実

Facebook等SNSでの採用情報発信

その他

無回答

男性(N=799)
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＜専攻学科別＞ 

人文科学系（外国語等）を除く学科では「大学内で説明会開催」が最も多く、人文科学系（外国語等）では

「インターンシップの実施」が最も多い。 

「大学内で説明会開催」は、自然科学系（理学・農学・工学等）、その他理系で特に多く、50％を超えてい

る。一方で、教育系、家政・栄養系では 30％台に留まっている。 

「インターンシップの実施」は、人文科学系（外国語等）で 60％近くとなっているが、他の学科では主に

20％～30％台である。 

 
  

調
査
数

大
学
内
で
説
明
会
開
催

実
際
に
働
い
て
い
る
企
業
人
か
ら

仕
事
の
話
を
聞
く
交
流
会
の
開
催

バ
ス
等
を
使
用
し
た
現
地
企
業
見

学
ツ
ア
ー

イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ
の
実
施

市
内
企
業
就
職
情
報
の
一
元
化
し

た
特
設
サ
イ
ト
の
開
設

各
企
業
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
充
実

市
内
企
業
へ
の
就
職
の
仲
介
機
関

の
充
実

F
a
c
e
b
o
o
k
等
S
N
S
で

の
採
用
情
報
発
信

そ
の
他

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 41 19 15 5 15 3 6 3 2 1 2

100.0% 46.3% 36.6% 12.2% 36.6% 7.3% 14.6% 7.3% 4.9% 2.4% 4.9%

人文科学系（外国語等） 17 8 4 1 10 2 2 2 1 1 -

100.0% 47.1% 23.5% 5.9% 58.8% 11.8% 11.8% 11.8% 5.9% 5.9% -

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 157 90 26 117 13 25 19 13 5 31

100.0% 44.6% 25.6% 7.4% 33.2% 3.7% 7.1% 5.4% 3.7% 1.4% 8.8%

社会科学系（国際関係等） 29 12 10 2 10 - 1 - 1 2 4

100.0% 41.4% 34.5% 6.9% 34.5% - 3.4% - 3.4% 6.9% 13.8%

その他文系 33 16 12 - 11 4 4 1 1 2 1

100.0% 48.5% 36.4% - 33.3% 12.1% 12.1% 3.0% 3.0% 6.1% 3.0%

教育系 277 93 85 21 66 9 18 23 13 4 17

100.0% 33.6% 30.7% 7.6% 23.8% 3.2% 6.5% 8.3% 4.7% 1.4% 6.1%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 135 81 18 65 16 22 13 10 5 9

100.0% 54.4% 32.7% 7.3% 26.2% 6.5% 8.9% 5.2% 4.0% 2.0% 3.6%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 212 190 35 105 27 51 26 16 14 30

100.0% 40.6% 36.4% 6.7% 20.1% 5.2% 9.8% 5.0% 3.1% 2.7% 5.7%

家政・栄養系 71 28 20 6 21 4 12 1 3 5 6

100.0% 39.4% 28.2% 8.5% 29.6% 5.6% 16.9% 1.4% 4.2% 7.0% 8.5%

その他理系 23 12 7 3 4 2 5 1 1 1 1

100.0% 52.2% 30.4% 13.0% 17.4% 8.7% 21.7% 4.3% 4.3% 4.3% 4.3%

無回答 10 5 1 1 1 - - - - - 2

100.0% 50.0% 10.0% 10.0% 10.0% - - - - - 20.0%

1位 2位 3位
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（８）勤務地として希望する場所  

 

問 14 あなたが希望する勤務地を教えてください。（３つまで〇） 

 

＜全体＞ 

「大阪市」（34.8％）が最も多く、「その他の近畿地方」（23.9％）、「まだわからない」（18.6％）が続いてい

る。 

 

＜性別＞ 

男女ともに、「大阪市」が最も多く、「その他の近畿地方」が続いている。 

男性では「勤務地はこだわらない」が、女性では「吹田、大阪市以外の大阪府内」が 3位となっている。 

1位、2位は男女間による差はあまりないが、3位は男女間で 10ポイント近い差がある。 

 

  

14.1%

34.8%

16.2%

23.9%

9.9%

1.4%

4.9%

5.5%

14.7%

18.6%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

吹田市

大阪市

吹田、大阪市以外の大阪府内

その他の近畿地方

東京都

東京都以外の関東地方

その他の地方

海外

勤務地はこだわらない

まだわからない

不明・無回答 N=1,623

15.2

38.1

21.1

25.6

7.6

1.3

4.4

5.7

10.5

20.4

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

女性(N=818)

12.9

31.4

11.3

22.4

12.3

1.4

5.5

5.4

19.0

16.9

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

吹田市

大阪市

吹田、大阪市以外の大阪府内

その他の近畿地方

東京都

東京都以外の関東地方

その他の地方

海外

勤務地はこだわらない

まだわからない

無回答

男性(N=799)
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＜専攻学科別＞ 

教育系、家政・栄養系、その他理系を除く学科では「大阪市」が最も多い。 

教育系では「その他の近畿地方」が最も多く、40％以上となっており、他の学科を大幅に上回っている。 

家政・栄養系、その他理系では「まだわからない」が最も多くなっている。 

 

  

調
査
数

吹
田
市

大
阪
市

吹
田

、
大
阪
市
以
外
の
大
阪
府
内

そ
の
他
の
近
畿
地
方

東
京
都

東
京
都
以
外
の
関
東
地
方

そ
の
他
の
地
方

海
外

勤
務
地
は
こ
だ
わ
ら
な
い

ま
だ
わ
か
ら
な
い

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 41 6 14 6 6 5 1 6 1 9 6 2

100.0% 14.6% 34.1% 14.6% 14.6% 12.2% 2.4% 14.6% 2.4% 22.0% 14.6% 4.9%

人文科学系（外国語等） 17 1 8 3 3 3 - - 5 1 3 1

100.0% 5.9% 47.1% 17.6% 17.6% 17.6% - - 29.4% 5.9% 17.6% 5.9%

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 28 122 37 63 61 6 20 19 54 64 24

100.0% 8.0% 34.7% 10.5% 17.9% 17.3% 1.7% 5.7% 5.4% 15.3% 18.2% 6.8%

社会科学系（国際関係等） 29 3 12 1 5 8 1 4 5 2 4 3

100.0% 10.3% 41.4% 3.4% 17.2% 27.6% 3.4% 13.8% 17.2% 6.9% 13.8% 10.3%

その他文系 33 3 13 6 6 5 1 1 1 5 9 1

100.0% 9.1% 39.4% 18.2% 18.2% 15.2% 3.0% 3.0% 3.0% 15.2% 27.3% 3.0%

教育系 277 59 91 57 116 9 3 11 13 20 32 1

100.0% 21.3% 32.9% 20.6% 41.9% 3.2% 1.1% 4.0% 4.7% 7.2% 11.6% 0.4%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 27 78 17 36 38 4 9 10 74 46 3

100.0% 10.9% 31.5% 6.9% 14.5% 15.3% 1.6% 3.6% 4.0% 29.8% 18.5% 1.2%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 92 194 122 133 27 5 22 35 61 101 2

100.0% 17.6% 37.2% 23.4% 25.5% 5.2% 1.0% 4.2% 6.7% 11.7% 19.3% 0.4%

家政・栄養系 71 5 23 13 15 3 - 4 - 8 26 1

100.0% 7.0% 32.4% 18.3% 21.1% 4.2% - 5.6% - 11.3% 36.6% 1.4%

その他理系 23 3 7 1 3 1 1 3 1 4 8 -

100.0% 13.0% 30.4% 4.3% 13.0% 4.3% 4.3% 13.0% 4.3% 17.4% 34.8% -

無回答 10 2 2 - 2 - - - - - 3 1

100.0% 20.0% 20.0% - 20.0% - - - - - 30.0% 10.0%

1位 2位 3位
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＜吹田、大阪市以外の大阪府内の市町村＞ 

堺市（37 件）が最も多く、豊中市（30 件）、高槻市（23 件）、茨木市（17件）が続いており、周辺市が 2 位

から 4位と上位を占めている。 

＜その他の近畿地方＞ 

兵庫県（141件）が最も多く、京都府（90件）が続いている。 

＜東京都以外の関東地方＞ 

神奈川県（9件）が最も多く、千葉県（4件）が続いている。 

＜その他の地方＞ 

愛知県（11件）が最も多く、広島県（9件）、香川県（5件）、福井県（5件）が続いている。 

 

 

  

大阪府内 件数 近畿地方 件数
堺市 37 兵庫県 141
豊中市 30 京都府 90
高槻市 23 奈良県 55
茨木市 17 滋賀県 44
枚方市 14 和歌山県 10
箕面市 10 近畿ならどこでもいい 5
東大阪市 8 三重県 4
八尾市 6
守口市 5 関東地方 件数
摂津市 5 神奈川県 9
和泉市 5 千葉県 4
寝屋川市 4 埼玉県 2
池田市 4 関東ならどこでもいい 1
河内長野市 3
泉佐野市 3 その他の地方 件数
大東市 3 愛知県 11
北摂 3 広島県 9
羽曳野市 2 香川県 5
泉大津市 2 福井県 5
大阪狭山市 2 岐阜県 4
門真市 2 沖縄県 3
貝塚市 1 福岡県 3
松原市 1 北海道 3
泉州地域 1 岡山県 2
泉南市 1 九州 2
島本町 1 熊本県 2

静岡県 2
石川県 2
長野県 2
島根県 2
宮城県 1
山形県 1
四国 1
鹿児島県 1
長崎県 1
鳥取県 1
東海三県 1
東北 1
富山県 1
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（９）勤務地の選択・希望理由 

 

問 15 勤務地の選択・希望理由を教えてください。（３つまで〇） 

＜全体＞ 

「出身地域が好きだから」（35.6％）が最も多く、「家族の近くに住みたいから」（22.0％）、「理由は特にない」

（18.3％）が続いている。 

 

＜性別＞ 

男女ともに「出身地域が好きだから」が最も多い。男性では「理由は特にない」が続き、女性では「家族の近

くに住みたいから」が続いている。 

「家族の近くに住みたいから」は、女性が男性を大幅に上回っており、男性の倍以上となっている。 

 

＜専攻学科別＞ 

人文科学系（外国語等）では「志望企業があるから」が最も多く、勤務地がある程度限定されることがうか

がえる。一方、自然科学系（理学・農学・工学等）は「理由は特にない」が、その他文系と家政・栄養系では

「家族の近くに住みたいから」、それ以外の学科では「出身地域が好きだから」が最も多い。 

35.6%

22.0%

6.7%

16.1%

9.8%

6.5%

10.2%

6.2%

8.5%

2.8%

0.8%

5.4%

4.5%

6.5%

3.5%

18.3%

4.3%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40%

出身地域が好きだから

家族の近くに住みたいから

親から独立したいから

現在住んでいるところの生活に慣れたから

都会に住みたいから

自然豊かな地域で暮らしたいから

新しいところで生活してみたいから

就職活動をするに当たり、企業数や求人数が多いから

志望企業があるから

就職活動をするに当たり、企業の情報が多いから

親に勧められたから

就職後の生活が精神的に楽だと思うから

就職後の生活が経済的に楽だと思うから

友人・知人・恋人がいるから

就職先の地域に貢献したいから

理由は特にない

その他

無回答 N=1,623

35.0

30.4

7.9

16.3

7.5

6.4

8.9

5.5

9.5

2.8

1.2

5.5

4.6

6.6

2.8

15.2

4.5

5.7

0% 10% 20% 30% 40%

女性(N=818)

36.3

13.5

5.4

16.0

12.3

6.6

11.5

7.0

7.5

2.8

0.4

5.3

4.4

6.4

4.3

21.5

4.0

5.6

0% 10% 20% 30% 40%

出身地域が好きだから

家族の近くに住みたいから

親から独立したいから

現在住んでいるところの生活に慣れたから

都会に住みたいから

自然豊かな地域で暮らしたいから

新しいところで生活してみたいから

就職活動をするに当たり、企業数や求人数が多いから

志望企業があるから

就職活動をするに当たり、企業の情報が多いから

親に勧められたから

就職後の生活が精神的に楽だと思うから

就職後の生活が経済的に楽だと思うから

友人・知人・恋人がいるから

就職先の地域に貢献したいから

理由は特にない

その他

無回答

男性(N=799)



 29 

 

  

調
査
数

出
身
地
域
が
好
き
だ

か
ら

家
族
の
近
く
に
住
み

た
い
か
ら

親
か
ら
独
立
し
た
い

か
ら

現
在
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
の
生
活
に
慣
れ

た
か
ら

都
会
に
住
み
た
い
か

ら 自
然
豊
か
な
地
域
で

暮
ら
し
た
い
か
ら

新
し
い
と
こ
ろ
で
生

活
し
て
み
た
い
か
ら

就
職
活
動
を
す
る
に

当
た
り

、
企
業
数
や

求
人
数
が
多
い
か
ら

志
望
企
業
が
あ
る
か

ら

人文科学系（文学・史学等） 41 13 9 2 5 6 2 5 2 6

100.0% 31.7% 22.0% 4.9% 12.2% 14.6% 4.9% 12.2% 4.9% 14.6%

人文科学系（外国語等） 17 1 3 1 2 2 - - 2 7

100.0% 5.9% 17.6% 5.9% 11.8% 11.8% - - 11.8% 41.2%

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 119 49 29 50 40 21 46 27 30

100.0% 33.8% 13.9% 8.2% 14.2% 11.4% 6.0% 13.1% 7.7% 8.5%

社会科学系（国際関係等） 29 8 4 4 3 3 4 8 1 2

100.0% 27.6% 13.8% 13.8% 10.3% 10.3% 13.8% 27.6% 3.4% 6.9%

その他文系 33 7 9 1 4 5 1 6 - 3

100.0% 21.2% 27.3% 3.0% 12.1% 15.2% 3.0% 18.2% - 9.1%

教育系 277 156 62 13 80 19 32 19 10 8

100.0% 56.3% 22.4% 4.7% 28.9% 6.9% 11.6% 6.9% 3.6% 2.9%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 57 39 11 24 39 9 18 27 31

100.0% 23.0% 15.7% 4.4% 9.7% 15.7% 3.6% 7.3% 10.9% 12.5%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 186 153 41 83 39 32 58 27 43

100.0% 35.6% 29.3% 7.9% 15.9% 7.5% 6.1% 11.1% 5.2% 8.2%

家政・栄養系 71 21 22 4 7 3 4 4 4 4

100.0% 29.6% 31.0% 5.6% 9.9% 4.2% 5.6% 5.6% 5.6% 5.6%

その他理系 23 7 4 2 3 3 - 2 1 4

100.0% 30.4% 17.4% 8.7% 13.0% 13.0% - 8.7% 4.3% 17.4%

無回答 10 2 3 - - - - - - -

100.0% 20.0% 30.0% - - - - - - -

就
職
活
動
を
す
る
に

当
た
り

、
企
業
の
情

報
が
多
い
か
ら

親
に
勧
め
ら
れ
た
か

ら 就
職
後
の
生
活
が
精

神
的
に
楽
だ
と
思
う

か
ら

就
職
後
の
生
活
が
経

済
的
に
楽
だ
と
思
う

か
ら

友
人
・
知
人
・
恋
人

が
い
る
か
ら

就
職
先
の
地
域
に
貢

献
し
た
い
か
ら

理
由
は
特
に
な
い

そ
の
他

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 1 - 2 - 3 2 4 2 8

2.4% - 4.9% - 7.3% 4.9% 9.8% 4.9% 19.5%

人文科学系（外国語等） - - 1 1 - - 1 1 3

- - 5.9% 5.9% - - 5.9% 5.9% 17.6%

社会科学系（法・商・経済・経営） 11 6 14 15 15 11 69 14 31

3.1% 1.7% 4.0% 4.3% 4.3% 3.1% 19.6% 4.0% 8.8%

社会科学系（国際関係等） 2 - 1 1 3 2 3 3 1

6.9% - 3.4% 3.4% 10.3% 6.9% 10.3% 10.3% 3.4%

その他文系 2 - 2 1 4 4 7 1 2

6.1% - 6.1% 3.0% 12.1% 12.1% 21.2% 3.0% 6.1%

教育系 3 2 20 15 23 16 30 14 7

1.1% 0.7% 7.2% 5.4% 8.3% 5.8% 10.8% 5.1% 2.5%

自然科学系（理学・農学・工学等） 9 1 9 11 17 4 71 8 13

3.6% 0.4% 3.6% 4.4% 6.9% 1.6% 28.6% 3.2% 5.2%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 14 4 28 25 32 17 88 20 20

2.7% 0.8% 5.4% 4.8% 6.1% 3.3% 16.9% 3.8% 3.8%

家政・栄養系 2 - 7 4 5 - 17 3 7

2.8% - 9.9% 5.6% 7.0% - 23.9% 4.2% 9.9%

その他理系 1 - 3 - 3 - 5 3 1

4.3% - 13.0% - 13.0% - 21.7% 13.0% 4.3%

無回答 - - - - 1 1 2 - 3

- - - - 10.0% 10.0% 20.0% - 30.0%

1位 2位 3位
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＜その他＞ 

「その他」を選択した回答者 69人から 56件の具体的な記述式回答が得られた。主な回答内容は以下の

とおりである。 

選択理由・希望理由 件数 主な回答内容 

仕事のため、キャリアのため 17 

夢実現のため。 

やりたいことができるところで働きたい。 

教師が出来るなら。 

児童・生徒数の少ない所で働きたいから。 

大手企業の本社機能はほとんど東京都にあるから。 

都会の方が将来なりたい職種的に多くの経験ができそうだから。 

実家、親戚、知人の近くに 

住みたいから 
9 

家から近いから。 

姉の近くに住みたい。 

地元がいいから。 

その場所への憧れや 

こだわり等 
7 

田舎に住みたいから。 

ディズニーランドに近い。 

海外が好きだから。 

好きな球団があるから。 

甲子園の近くに住みたいから。 

趣味があるから。 

都市のイメージが良い 6 

楽しそうだから。 

治安が良い。 

雰囲気。 

文化。 

豊中は比較的交通が便利で静かなイメージ。 

わからない、未定 6 
まだわからない。 

就職時の自身の状況によって決めたい。 

家庭の事情や金銭的理由など 4 

妹が専門学校卒業するまで親の負担を減らすため。 

歯の矯正治療のため。 

親が独立させてくれないから。 

いろんなところへ行ってみたい 3 
いろんな地域に行ってみたいから。 

海外にも興味があるから。 

利便性 1 買い物等の便が良いから。 

その他 3 
標準語が嫌いだから。 

どこで働くとかは関係ない。 
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（１０）居住地として希望する場所 

 

問 16 あなたが希望する居住地を教えてください。（３つまで〇） 

 

「大阪市」（27.6％）が最も多く、「その他の近畿地方」（22.0％）、「まだわからない」（18.4％）が続いてい

る。 

 

＜性別＞ 

男女ともに「大阪市」が最も多く、「その他の近畿地方」が続いている。 

「吹田、大阪市以外の大阪府内」は女性が男性を、「居住地はこだわらない」は男性が女性を大きく上回っ

ている。 

 

 

  

11.6%

27.6%

16.3%

22.0%

8.7%

1.7%

5.0%

5.2%

14.6%

18.4%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40%

吹田市

大阪市

吹田、大阪市以外の大阪府内

その他の近畿地方

東京都

東京都以外の関東地方

その他の地方

海外

居住地はこだわらない

まだわからない

無回答 N=1,623

10.8

28.1

21.3

22.6

7.2

1.3

4.3

4.6

9.9

20.0

3.7

0% 10% 20% 30%

女性(N=818)

12.5

27.3

11.4

21.4

10.4

2.0

5.8

5.8

19.5

16.6

4.6

0% 10% 20% 30%

吹田市

大阪市

吹田、大阪市以外の大阪府内

その他の近畿地方

東京都

東京都以外の関東地方

その他の地方

海外

居住地はこだわらない

まだわからない

無回答

男性(N=799)
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＜専攻学科別＞ 

教育系、自然科学系（理学・農学・工学等）、家政・栄養系を除く学科では「大阪市」が最も多い。また、そ

の他理系では「大阪市」と同率で「まだわからない」も 1位となっている。 

教育系では「その他の近畿地方」、自然科学系（理学・農学・工学等）では「居住地はこだわらない」、家

政・栄養系では「まだわからない」が最も多く、他の学科を大幅に上回っている。 

 

 

  

調
査
数

吹
田
市

大
阪
市

吹
田

、
大
阪
市
以
外
の
大
阪
府
内

そ
の
他
の
近
畿
地
方

東
京
都

東
京
都
以
外
の
関
東
地
方

そ
の
他
の
地
方

海
外

居
住
地
は
こ
だ
わ
ら
な
い

ま
だ
わ
か
ら
な
い

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 41 5 11 6 5 3 - 7 1 6 5 5

100.0% 12.2% 26.8% 14.6% 12.2% 7.3% - 17.1% 2.4% 14.6% 12.2% 12.2%

人文科学系（外国語等） 17 1 5 4 2 3 - - 5 2 3 2

100.0% 5.9% 29.4% 23.5% 11.8% 17.6% - - 29.4% 11.8% 17.6% 11.8%

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 33 105 36 66 58 6 20 24 56 53 28

100.0% 9.4% 29.8% 10.2% 18.8% 16.5% 1.7% 5.7% 6.8% 15.9% 15.1% 8.0%

社会科学系（国際関係等） 29 3 11 2 6 7 1 2 4 4 7 1

100.0% 10.3% 37.9% 6.9% 20.7% 24.1% 3.4% 6.9% 13.8% 13.8% 24.1% 3.4%

その他文系 33 2 9 6 5 7 1 3 1 6 4 2

100.0% 6.1% 27.3% 18.2% 15.2% 21.2% 3.0% 9.1% 3.0% 18.2% 12.1% 6.1%

教育系 277 39 78 48 105 11 3 12 10 25 36 7

100.0% 14.1% 28.2% 17.3% 37.9% 4.0% 1.1% 4.3% 3.6% 9.0% 13.0% 2.5%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 30 55 25 31 25 8 9 13 70 41 8

100.0% 12.1% 22.2% 10.1% 12.5% 10.1% 3.2% 3.6% 5.2% 28.2% 16.5% 3.2%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 67 150 124 126 24 6 22 25 57 112 13

100.0% 12.8% 28.7% 23.8% 24.1% 4.6% 1.1% 4.2% 4.8% 10.9% 21.5% 2.5%

家政・栄養系 71 4 14 11 7 2 - 4 1 7 26 4

100.0% 5.6% 19.7% 15.5% 9.9% 2.8% - 5.6% 1.4% 9.9% 36.6% 5.6%

その他理系 23 3 8 3 2 2 1 2 - 3 8 -

100.0% 13.0% 34.8% 13.0% 8.7% 8.7% 4.3% 8.7% - 13.0% 34.8% -

無回答 10 1 2 - 2 - 1 - - 1 3 1

100.0% 10.0% 20.0% - 20.0% - 10.0% - - 10.0% 30.0% 10.0%

1位 2位 3位
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＜吹田、大阪市以外の大阪府内の市町村＞ 

堺市（36 件）が最も多く、豊中市（26 件）、高槻市（25 件）、茨木市（23 件）、箕面市（16 件）が続き、周

辺市が 2位から 5位の上位を占めている。 

＜その他の近畿地方＞ 

兵庫県（143件）が最も多く、京都府（79件）、奈良県（45件）が続いている。 

＜東京都以外の関東地方＞ 

神奈川県（11件）が最も多く、千葉県（5件）、埼玉県（2件）、千葉県（1件）と続いている。 

＜その他の地方＞ 

愛知県（11件）が最も多く、広島県（10件）、北海道（8件）が続いている。 

 

  

大阪府内 件数 近畿地方 件数
堺市 36 兵庫県 143
豊中市 26 京都府 79
高槻市 25 奈良県 45
茨木市 23 滋賀県 41
箕面市 16 大阪府 16
八尾市 11 和歌山県 10
枚方市 10 三重県 4
摂津市 7
寝屋川市 6 関東地方 件数
東大阪市 5 神奈川県 11
大東市 4 千葉県 5
河内長野市 3 埼玉県 2
松原市 3 千葉県 1
北摂 3
高石市 2 その他の地方 件数
泉佐野市 2 愛知県 11
大阪狭山市 2 広島県 10
島本町 2 北海道 8
和泉市 2 岐阜県 5
河南町 1 沖縄県 4
貝塚市 1 香川県 4
岸和田市 1 石川県 4
交野市 1 島根県 3
阪南市 1 福井県 3
守口市 1 岡山県 2
泉大津市 1 九州 2
泉南市 1 静岡県 2
池田市 1 長野県 2
豊能町 1 福岡県 2
岬町 1 宮城県 1
門真市 1 熊本県 1

鹿児島県 1
長崎県 1
鳥取県 1
東海三県 1
東北 1
富山県 1
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（１１）実家以外で、就職後の居住地を決定する場合、重視すること 

 

問 17 実家以外で、就職後の居住地を決定する場合、重視することはなんですか。（３つまで〇） 

 

＜全体＞ 

「家賃の価格」（51.7％）が最も多く、約半数を占めており、「最寄駅までの距離」（32.5％）、「広さや間取り、

日当たりや風通し、耐震性など」（32.1％）が続いている。 

 

＜性別＞ 

男女ともに、「家賃の価格」が最も多く 50％以上となっている。 

男性では「広さや間取り、日当たりや風通し、耐震性など」が続き、女性では「最寄駅までの距離」が続いて

いる。 

  

51.7%

32.1%

7.9%

3.5%

32.5%

27.7%

6.0%

6.2%

4.7%

11.8%

10.0%

22.2%

13.7%

7.4%

1.4%

1.8%

2.6%

2.3%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家賃の価格

広さや間取り、日当たりや風通し、耐震性など

住宅の新しさやデザインのよさ

駐車場があること

最寄駅までの距離

職場への近さ

住み慣れてよく知った環境であること

家族や知り合いが近くにいること

公園などの緑や自然環境の豊かさ

地域の雰囲気やイメージのよさ

最寄駅からの経路の安全性、住宅のセキュリティ

地域の治安のよさ

日常の買い物や通院などが便利なこと

ショッピングや外食が便利なこと

図書館など周辺施設の利用しやすさ

休日のレジャーや観光が便利なこと

居住者同士のつながり

その他

無回答
N=1,623

53.2

31.9

7.6

2.0

34.8

30.6

4.8

9.3

3.7

12.0

15.4

24.1

13.8

8.4

1.1

1.1

2.4

1.6

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

女性(N=818)

50.6

32.4

8.3

4.9

30.4

25.0

7.4

3.0

5.6

11.6

4.5

20.5

13.6

6.4

1.5

2.5

2.8

3.0

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家賃の価格

広さや間取り、日当たりや風通し、耐震性など

住宅の新しさやデザインのよさ

駐車場があること

最寄駅までの距離

職場への近さ

住み慣れてよく知った環境であること

家族や知り合いが近くにいること

公園などの緑や自然環境の豊かさ

地域の雰囲気やイメージのよさ

最寄駅からの経路の安全性、住宅のセキュリティ

地域の治安のよさ

日常の買い物や通院などが便利なこと

ショッピングや外食が便利なこと

図書館など周辺施設の利用しやすさ

休日のレジャーや観光が便利なこと

居住者同士のつながり

その他

無回答

男性(N=799)
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＜専攻学科別＞ 

人文科学系（文学・史学等）では、「職場への近さ」が最も多く、それ以外の学科では「家賃の価格」が最も

多い。その他理系は「広さや間取り、日当たりや風通し、耐震性など」が「家賃の価格」と同率で 1 位となって

いる。 

 

 

＜その他＞ 

「その他」の記述式回答では、「利便性」、「安全性」、「交通アクセスの良さ」などが挙げられた。  

調
査
数

家
賃
の
価
格

広
さ
や
間
取
り

、

日
当
た
り
や
風
通

し

、
耐
震
性
な
ど

住
宅
の
新
し
さ
や

デ
ザ
イ
ン
の
よ
さ

駐
車
場
が
あ
る
こ

と 最
寄
駅
ま
で
の
距

離 職
場
へ
の
近
さ

住
み
慣
れ
て
よ
く

知

っ
た
環
境
で
あ

る
こ
と

家
族
や
知
り
合
い

が
近
く
に
い
る
こ

と 公
園
な
ど
の
緑
や

自
然
環
境
の
豊
か

さ

人文科学系（文学・史学等） 41 15 10 2 - 11 16 2 2 3

100.0% 36.6% 24.4% 4.9% - 26.8% 39.0% 4.9% 4.9% 7.3%

人文科学系（外国語等） 17 9 7 1 1 2 3 1 1 -

100.0% 52.9% 41.2% 5.9% 5.9% 11.8% 17.6% 5.9% 5.9% -

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 178 128 33 20 96 75 26 15 13

100.0% 50.6% 36.4% 9.4% 5.7% 27.3% 21.3% 7.4% 4.3% 3.7%

社会科学系（国際関係等） 29 14 10 5 2 9 6 1 1 3

100.0% 48.3% 34.5% 17.2% 6.9% 31.0% 20.7% 3.4% 3.4% 10.3%

その他文系 33 16 9 1 1 13 6 2 2 -

100.0% 48.5% 27.3% 3.0% 3.0% 39.4% 18.2% 6.1% 6.1% -

教育系 277 152 92 20 7 96 75 25 12 19

100.0% 54.9% 33.2% 7.2% 2.5% 34.7% 27.1% 9.0% 4.3% 6.9%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 116 72 13 9 84 71 9 11 17

100.0% 46.8% 29.0% 5.2% 3.6% 33.9% 28.6% 3.6% 4.4% 6.9%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 285 166 44 15 187 167 24 47 17

100.0% 54.6% 31.8% 8.4% 2.9% 35.8% 32.0% 4.6% 9.0% 3.3%

家政・栄養系 71 42 15 3 - 21 23 5 8 3

100.0% 59.2% 21.1% 4.2% - 29.6% 32.4% 7.0% 11.3% 4.2%

その他理系 23 9 9 6 1 7 8 3 1 1

100.0% 39.1% 39.1% 26.1% 4.3% 30.4% 34.8% 13.0% 4.3% 4.3%

無回答 10 3 3 - - 2 - - - -

100.0% 30.0% 30.0% - - 20.0% - - - -

地
域
の
雰
囲
気
や

イ
メ
ー

ジ
の
よ
さ

最
寄
駅
か
ら
の
経

路
の
安
全
性

、
住

宅
の
セ
キ

ュ
リ

テ

ィ

地
域
の
治
安
の
よ

さ 日
常
の
買
い
物
や

通
院
な
ど
が
便
利

な
こ
と

シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
や

外
食
が
便
利
な
こ

と 図
書
館
な
ど
周
辺

施
設
の
利
用
し
や

す
さ

休
日
の
レ
ジ

ャ
ー

や
観
光
が
便
利
な

こ
と

居
住
者
同
士
の
つ

な
が
り

そ
の
他

無
回
答

人文科学系（文学・史学等） 7 4 8 9 1 1 1 - 1 6

17.1% 9.8% 19.5% 22.0% 2.4% 2.4% 2.4% - 2.4% 14.6%

人文科学系（外国語等） 2 2 3 3 3 - 2 - - 2

11.8% 11.8% 17.6% 17.6% 17.6% - 11.8% - - 11.8%

社会科学系（法・商・経済・経営） 37 24 65 33 28 2 4 8 10 33

10.5% 6.8% 18.5% 9.4% 8.0% 0.6% 1.1% 2.3% 2.8% 9.4%

社会科学系（国際関係等） 2 5 6 2 3 2 - 2 1 2

6.9% 17.2% 20.7% 6.9% 10.3% 6.9% - 6.9% 3.4% 6.9%

その他文系 3 6 7 6 2 - 2 - 1 2

9.1% 18.2% 21.2% 18.2% 6.1% - 6.1% - 3.0% 6.1%

教育系 38 24 70 39 16 4 3 9 3 10

13.7% 8.7% 25.3% 14.1% 5.8% 1.4% 1.1% 3.2% 1.1% 3.6%

自然科学系（理学・農学・工学等） 32 16 62 51 14 5 9 5 7 8

12.9% 6.5% 25.0% 20.6% 5.6% 2.0% 3.6% 2.0% 2.8% 3.2%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 63 66 118 69 47 6 7 14 8 17

12.1% 12.6% 22.6% 13.2% 9.0% 1.1% 1.3% 2.7% 1.5% 3.3%

家政・栄養系 5 11 14 6 4 1 1 4 4 5

7.0% 15.5% 19.7% 8.5% 5.6% 1.4% 1.4% 5.6% 5.6% 7.0%

その他理系 1 2 5 3 2 1 - - 2 -

4.3% 8.7% 21.7% 13.0% 8.7% 4.3% - - 8.7% -

無回答 1 2 3 1 - - - - - 1

10.0% 20.0% 30.0% 10.0% - - - - - 10.0%

1位 2位 3位
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（１２）吹田市内で知っている企業の数 

 

問 18 あなたは吹田にある企業（本社、支社、規模は不問）を何社くらい知っていますか。（１つに〇） 

 

＜全体＞ 

「知らない」が 58.7％、「1～4 事業者程度」が 29.1％、「5～9 事業所程度」が 3.0％、「20 事業所以上」

が 1.6％、「10～14 事業所程度」が 1.3％、「15～19 事業所程度」が 1.0％である。吹田市の企業を知らな

い学生が約 6割いる。 

＜性別＞ 

男女ともに「知らない」が最も多く、「1～4 事業者程度」が続いている。1、2 位どちらも、女性が男性を上回

っている。 

＜専攻学科別＞ 

すべての専攻学科で「知らない」が最も多く、家政・栄養系、その他理系では 8割を超えている。 

  

1.6

2.6

0.5

0 0

2.6

3.4

3.0

0.7

3.2

0.6

0

0

1.0

1.6

0.4

00

1.4

0

0

0.4

2.4

0.8

0

0

1.3

2.3

0.4

0

0
2.3

3.4

0

1.8

0.8

0.8

0

4.3

3.0

3.9

2.2

2.4

11.8

2.6

20.7

0

5.4

2.4

1.9

0

0

29.1

28.0

30.4

22

11.8

17.9

20.7

15.2

33.9

24.2

42.7

8.5

13.0

58.7

56.6

61.1

63.4

64.7

64.8

41.4

75.8

52.3

64.5

50.2

84.5

82.6

5.2

5.0

5.0

12.2

11.8

8.5

10.3

6.1

5.4

2.4

3.1

7.0

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(N=1,623)

男性(N=799)

女性(N=818)

人文科学系（文学・史学等）
(N=41)

人文科学系（外国語等）
(N=17)

社会科学系（法・商・経済・経営）
(N=352)

社会科学系（国際関係等）
(N=29)

その他文系
(N=33)

教育系
(N=277)

自然科学系（理学・農学・工学等）
(N=248)

医薬・保健系（医学・薬学・看護等）
(N=522)

家政・栄養系
(N=71)

その他理系
(N=23)

20事業所以上 15～19事業所程度 10～14事業所程度 5～9事業所程度 1～4事業者程度 知らない 無回答

性

別

専
攻
学
科
別

全

体

性

別

専
攻
学
科
別

全

体
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（１３）吹田市内で具体的に知っている企業 

 

問 19 吹田にある企業で具体的に知っている企業がある方は３つまで記入してください。 

 

717件の回答があり、そのうち 5名以上が回答した企業は以下のとおりである。 

順位 企業名 件数 

1 アサヒビール株式会社 413 

2 株式会社ダスキン 37 

3 JR 23 

4 市立吹田市民病院 21 

5 株式会社ダイエー 19 

6 山崎製パン株式会社 11 

7 エースコック株式会社 10 

8 日本コカコーラ株式会社 8 

9 マロニー株式会社 7 

10 株式会社あきんどスシロー 6 

11 株式会社ローソン 6 

12 キリン・エースコック 6 

13 オッペン株式会社 5 

14 株式会社ライフフーズ 5 
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３ 吹田市内の企業への就職希望者や、定住希望者を増やすためのアイデア  

 

問 20 卒業後、吹田の企業に就職を希望する人や、吹田市に住みたいと思う人を増やすためのアイデア

があれば、お聞かせください。 

 

回答者 255人から 320件の具体的な記述式回答が得られた。主な回答内容は以下のとおりである。 

 

カテゴリー 件数 主な回答内容 

吹田市の広報、周

知活動の推進 
47 

吹田の PR活動。 

すいたんをもう少しＰＲする。 

ホームページが重い、見にくいので改善して欲しい。 

吹田市にしかない地域の特色を番組特集やＣＭ等を使ってアピールする。 

もっと電車の広告や駅など、人がよく行き来する場でアピールする。 

大学生の関心があり、なおかつ実生活で役立つ情報で吹田を知ってもらうためのＰＲをもっとした

らよい。 

ＹｏｕＴｕｂｅなどのネットサービスを利用して生活している人々にＣＭなどを頼む。 

経費はかかるが吹田市の魅力を伝えるＣＭを作るというのは？ 

吹田市の魅力を紹介する。 

住みやすい町をアピールすべき。 

吹田は交通インフラが整っており、条件的にも良い環境だと思うのでそれをアピールする。 

吹田市の治安の良さを紹介すれば安心して過ごせると思って住みたがる人が増えると思う。 

大阪市北区や京都、兵庫へのアクセスの良さをもっとアピールする。 

商業の活性化の推

進 
36 

大きなショッピングモールをつくる。 

大型複合施設をふやす。 

もっと、若い人向けのお店を増やす。 

飲食店を増やす。 

商店街を活性化させる。 

生活の上で、吹田市内で全ての物が揃うようにしたらいいと思う。 

公共交通機関の利

便性の向上 
27 

交通機関を便利にする。 

交通手段を活かしてその市でしかできないことをする。 

お年寄りの為の阪急吹田駅～ＪＲ吹田駅へのシャトルバス。 

交通網の充実。 

阪急の関大生が多すぎて、そこを改善して頂きたい。通勤したいと思えない。 

道路交通の整備。 

強みを生かしたまち

づくり 
17 

もっと便利な町にしてほしい。 

市営住宅等に 1 ヶ月ほど体験入居していただき、住み心地の良さや改善点をきくなどしていけ

ば、住んでみたいと思う人も増えるのではないか。 

大阪市、堺市に負けない都市にする。 

全体的に発展させる。 

大学を大きくして学園都市になれればいい。 

吹田市が他の市町村を吸収して大きくなればいい。 

吹田市の良さを探してそこを伸ばし、吹田市なりに頑張る。 

都心に近いという利点を生かした街作りをすることに重点を置くべき。 
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カテゴリー 件数 主な回答内容 

安全・安心の取り組

みの推進 
15 

細い道が多いので、電灯などをつけ、明るく、安全にする。 

治安をよくする。 

自転車のマナーを改善する。 

自転車専用道路をつくる。 

駅周辺の活性化の

推進 
14 

ＪＲ吹田駅の周りを活性化させる。 

駅に店を増やす、大きくする。 

駅の近くにもっとマンションをつくる。 

駅の周辺など、もっとショッピングモールや飲食店を増やしてほしい。 

関大駅前をもっと広くしたらよいと思う。 

福祉・医療など生活

支援の取り組みの推

進 

12 

医療、福祉のサービスを充実させる。 

母子保健や成人向け保健サービスが充実したら魅力に感じると思う。 

乳幼児医療助成の負担金や期間を見直す必要がある。 

母子保健に関する助成金制度を充実させる（一人の女性として思う）。 

吹田市に住むと吹田市内でのサービス（割引）などがあるなど特典があると良いかも。 

給付型奨学金をつくるべきだと思う。 

企業の周知活動を

活発にする 
12 

企業等が吹田にある事をアピールしていく。 

どういう人材を求めているか、企業に入ればどのようなことができるのかのＰＲを充実させる。 

工場見学などをもっと積極的に行う。大学生向けを含めて。 

吹田市内の企業と業種のリスト化。 

大学内の就職支援 HP に掲載する。 

娯楽・遊興施設の誘

致 
12 

アミューズメント施設を増やす。 

国内最大規模のレジャー施設の建設。 

遊べる場所をつくる。 

イベント等によるにぎ

わいの創出 
11 

もっと町おこしのための祭りなどを増やせばいいと思う。 

関西大学の学生と何かイベントをする。 

祭りなどイベントも多く賑やかで活気あふれる街にするべき（七夕、夏祭り、クリスマスなど）。 

東大阪のコマ大戦みたいに一般の人が興味を持てるイベントを開催する。 

活性化させる活動をもっと増やす。 

人が集まりそうなものを作る。 

まちの魅力創出 10 

グルメなど何か特化したものを持つ。 

ラーメン激戦区や、パンの激戦区など、吹田市に足をはこばせて、吹田市の良さをも分ってもら

う。 

吹田という地域に対してのブランド力を上げていくべきだと思います。 

魅力的な街にする。 

労働環境改善の推

進 
10 

給料を上げる。 

ブラック企業対策。 

子供を産みやすい企業にする。 

福利厚生を良くする。 

就職説明会、面接

会等の開催 
9 

企業の見学会などを、もっと増やせばいい。 

もっと社員の人と接する事が出きる機会を設ける。 

企業誘致の推進 8 
大企業の本社機能を集める（電気代を安くする）。 

大手企業誘致。もしくはその工場など。雇用充実。 

都市基盤の整備 8 

ライフラインを活発にしてベッドタウンとして発展させれば住みたい人が増えると思う。 

駅周辺の道をわかりやすくする。 

道を良くする。 

渋滞の緩和。 

環境保護の取り組み

の推進 
7 

緑を増やす。 

空気をきれいにする。 
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カテゴリー 件数 主な回答内容 

就職支援の充実 7 

就活生を支援する機関を増やす。 

補助を出す。 

地域での活動や補助金を出す。 

吹田付近の若い人を就職で多くとる。 

経済の活性化の推

進 
6 経済活性化。 

町並みの整備 6 

明るい街並み。 

海外みたいなおしゃれな街。 

市全体の視覚的デザインの美化。 

住環境の充実 5 

家賃をもっと安く。 

シェアハウスなどをつくる。 

ニュータウンの建築物の再建（古すぎる）。 

立地の良いマンションを建てる。 

環境美化の取り組み

の推進 
4 

歩きたばこ全面禁止取り締りを厳しく。 

街と駅をきれいにする。 

公共施設の増設や

運営延長 
4 

もう少し遅い時間まで利用できる施設を増やす。 

大きなプールをつくる。 

施設を増やしたらいいと思う。 

子育て環境の改善 4 

子供が遊べる場所を増やす。 

子育て世代やこれから子供を持つような若者をサポートしたりなど、子供の住みやすい環境を作

る事が出来れば自然と地域活性できると思う。 

地域コミュニティ形

成の推進 
4 

より多くの大学生と住民の交流会が必要。 

地域の人達とイベントを開く。 

若者と高齢者の共生社会イベント。 

現状のままで良い 4 

このままでいいと思う。 

充分住みやすい町だと思う。 

市民も多いので特に努力する事はないと思う。 

観光業の推進 2 観光スポットみたいな所を増やしてほしい。 

阪大キャンパス周辺

の活性化の推進 
2 

阪大キャンパスをもう少し活気のあるところにしたらよいと思う。 

阪大内に阪急の駅。 

文化芸術振興の推

進 
2 

万博での企画。 

芸術の町にする。 

まちのイメージ 2 
いなかというイメージがある。 

文教地域の印象が強く、どことなく暗いイメージがあります。 

官民協働による取り

組みの推進 
1 東急の町起こしの仕方を学び阪急と協力して街を発展させる。 

スポーツ振興の推進 1 何かしらのスポーツの拠点を作る。 

わからない 2   

住みたくない 2   

その他 7   
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資料１ アンケート調査内容  
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資料２ 単純集計結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

問2　専攻学科は下記のどれに該当しますか。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

人文科学系（文学・史学等） 41 2.5%

人文科学系（外国語等） 17 1.0%

社会科学系（法・商・経済・経営） 352 21.7%

社会科学系（国際関係等） 29 1.8%

その他文系 33 2.0%

教育系 277 17.1%

自然科学系（理学・農学・工学等） 248 15.3%

医薬・保健系（医学・薬学・看護等） 522 32.2%

家政・栄養系 71 4.4%

その他理系 23 1.4%

無回答 10 0.6%

問3　性別を教えてください。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

男性 799 49.2%

女性 818 50.4%

無回答 6 0.4%

問5　現在の住まいは実家、それとも実家外（アパート・寮等）ですか。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

実家 1,280 78.9%

実家外（アパート・寮等） 318 19.6%

その他 12 0.7%

無回答 13 0.8%

問6　現在、どこに住んでいますか。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

吹田市 248 15.3%

箕面市 111 6.8%

豊中市 70 4.3%

茨木市 68 4.2%

高槻市 55 3.4%

大阪市 221 13.6%

その他 830 51.1%

無回答 20 1.2%
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問7　あなたが予定する、あるいは希望する職業を教えてください。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

企業等への就職 761 46.9%

自営業 48 3.0%

契約社員 13 0.8%

パート・アルバイト 15 0.9%

教員・公務員 473 29.1%

NPO・NGO 11 0.7%

その他 264 16.3%

無回答 38 2.3%

問8　あなたが予定する、あるいは希望する業種を教えてください。（あてはまるものに〇）

農林水産業 26 1.6%

鉱業 16 1.0%

建設業 52 3.2%

製造業 176 10.8%

鉄道・航空 91 5.6%

陸運・海運・物流 24 1.5%

小売・卸売業 83 5.1%

不動産業 32 2.0%

通信業 32 2.0%

電気・ガス・熱供給・水道 59 3.6%

情報サービス業 60 3.7%

金融・保険業 67 4.1%

医療・調剤薬局 506 31.2%

社会福祉・介護 91 5.6%

飲食店 40 2.5%

宿泊業 23 1.4%

教育・学習支援業 235 14.5%

学術研究、専門サービス業 56 3.5%

理容・美容・エステ 19 1.2%

冠婚葬祭 9 0.6%

アパレル・服飾関連 53 3.3%

旅行業・娯楽業 68 4.2%

その他サービス事業 35 2.2%

教員・公務員 282 17.4%

NGO・NPO 20 1.2%

その他 76 4.7%

無回答 59 3.6%

問9　企業に就職する場合、あなたはどの規模の企業を希望しますか。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

絶対に大手企業がよい 146 9.0%

どちらかといえば大手企業がよい 592 36.5%

どちらでもよい 398 24.5%

どちらかといえば中堅・中小企業がよい 113 7.0%

絶対に中堅・中小企業がよい 16 1.0%

まだわからない　 318 19.6%

無回答 40 2.5%
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問10　問9の答えを選んだ理由はなんですか。（２つまで〇）

安定してそうだから 588 36.2%

これから伸びそうだから 61 3.8%

給料がよさそうだから 329 20.3%

自分のやりたい仕事（職種）ができそうだから 351 21.6%

有名だから 39 2.4%

休暇が多そうだから 42 2.6%

勤務制度や福利厚生がよさそうだから 114 7.0%

転勤がなさそうだから 29 1.8%

海外で活躍できそうだから 28 1.7%

様々な職種を経験できそうだから 32 2.0%

自分の能力・専門を活かせそうだから 115 7.1%

大学・男女差別がなさそうだから 22 1.4%

若手が活躍できそうだから 18 1.1%

働きがいがありそうだから 219 13.5%

事業を多角化していそうだから 17 1.0%

志望業種であればよいから 96 5.9%

親しみがあるから 34 2.1%

社風がよさそうだから 32 2.0%

研修制度がしっかりしていそうだから 24 1.5%

女性社員が多そうだから 23 1.4%

ワーク・ライフ・バランスを実践できそうだから 18 1.1%

その他 126 7.8%

無回答 182 11.2%

問11　吹田の企業に対する就職活動を希望しますか。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

絶対希望する 28 1.7%

条件が合えば希望する 473 29.1%

どちらかといえば希望しない 176 10.8%

希望しない 352 21.7%

まだわからない 564 34.8%

無回答 30 1.8%

問12　何が実現すれば、吹田の企業に就職したいと思いますか。（あてはまるものに〇）

吹田の経済が活性化する 207 12.8%

吹田での就職を支援するための活動が活発になる 160 9.9%

吹田での就職のための情報が充実する 118 7.3%

給料のよい就職先が多くできる 439 27.0%

志望する企業の支社や研究所ができる 152 9.4%

働きたいと思うような企業が多くできる 581 35.8%

志望する職種に就けるようになる 317 19.5%

希望するスキルが身に付けられるようになる 122 7.5%

吹田のまちの魅力が増す 188 11.6%

その他 91 5.6%

無回答 91 5.6%
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問13　吹田市で就職活動をするとしたら企業の就職情報として重視するものはなんですか。（あてはまるものに〇）

大学内で説明会開催 697 42.9%

実際に働いている企業人から仕事の話を聞く交流会の開催 515 31.7%

バス等を使用した現地企業見学ツアー 118 7.3%

インターンシップの実施 425 26.2%

市内企業就職情報の一元化した特設サイトの開設 80 4.9%

各企業のホームページの充実 146 9.0%

市内企業への就職の仲介機関の充実 89 5.5%

Facebook等SNSでの採用情報発信 61 3.8%

その他 40 2.5%

無回答 103 6.3%

問14　あなたが希望する勤務地を教えてください。（３つまで〇）

吹田市 229 14.1%

大阪市 564 34.8%

吹田、大阪市以外の大阪府内 263 16.2%

その他の近畿地方 388 23.9%

東京都 160 9.9%

東京都以外の関東地方 22 1.4%

その他の地方 80 4.9%

海外 90 5.5%

勤務地はこだわらない 238 14.7%

まだわからない 302 18.6%

不明・無回答 39 2.4%

問15　勤務地の選択・希望理由を教えてください。（３つまで〇）

出身地域が好きだから 577 35.6%

家族の近くに住みたいから 357 22.0%

親から独立したいから 108 6.7%

現在住んでいるところの生活に慣れたから 261 16.1%

都会に住みたいから 159 9.8%

自然豊かな地域で暮らしたいから 105 6.5%

新しいところで生活してみたいから 166 10.2%

就職活動をするに当たり、企業数や求人数が多いから 101 6.2%

志望企業があるから 138 8.5%

就職活動をするに当たり、企業の情報が多いから 45 2.8%

親に勧められたから 13 0.8%

就職後の生活が精神的に楽だと思うから 87 5.4%

就職後の生活が経済的に楽だと思うから 73 4.5%

友人・知人・恋人がいるから 106 6.5%

就職先の地域に貢献したいから 57 3.5%

理由は特にない 297 18.3%

その他 69 4.3%

無回答 96 5.9%
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問16　あなたが希望する居住地を教えてください。（３つまで〇）

吹田市 188 11.6%

大阪市 448 27.6%

吹田、大阪市以外の大阪府内 265 16.3%

その他の近畿地方 357 22.0%

東京都 142 8.7%

東京都以外の関東地方 27 1.7%

その他の地方 81 5.0%

海外 84 5.2%

居住地はこだわらない 237 14.6%

まだわからない 298 18.4%

無回答 71 4.4%

問17　実家以外で、就職後の居住地を決定する場合、重視することはなんですか。（３つまで〇）

家賃の価格 839 51.7%

広さや間取り、日当たりや風通し、耐震性など 521 32.1%

住宅の新しさやデザインのよさ 128 7.9%

駐車場があること 56 3.5%

最寄駅までの距離 528 32.5%

職場への近さ 450 27.7%

住み慣れてよく知った環境であること 98 6.0%

家族や知り合いが近くにいること 100 6.2%

公園などの緑や自然環境の豊かさ 76 4.7%

地域の雰囲気やイメージのよさ 191 11.8%

最寄駅からの経路の安全性、住宅のセキュリティ 162 10.0%

地域の治安のよさ 361 22.2%

日常の買い物や通院などが便利なこと 222 13.7%

ショッピングや外食が便利なこと 120 7.4%

図書館など周辺施設の利用しやすさ 22 1.4%

休日のレジャーや観光が便利なこと 29 1.8%

居住者同士のつながり 42 2.6%

その他 37 2.3%

無回答 86 5.3%

問18　あなたは吹田にある企業（本社、支社、規模は不問）を何社くらい知っていますか。（１つに〇）

調査数 1,623 100.0%

20事業所以上 26 1.6%

15～19事業所程度 16 1.0%

10～14事業所程度 21 1.3%

5～9事業所程度 49 3.0%

1～4事業者程度 473 29.1%

知らない 953 58.7%

無回答 85 5.2%
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